■ 困つたとをは(サポートのご案内) 


ホームページで調べる 

m レンズ交換式デジタルカ;ラ取扱説明書および付属ソフトウェア 

の最新ヴポート情報(製品に関する Q&A、 パソコンとの接続方法、 
使用可能なメモ1」ーカード、アクセヴ U —互換情報など)は下記の 
ホームページから 

『 aj 専用サポートサイト 
nttp://www.sonv.co.jp/DSLR/support/ 

『び j オフィシャルサイト 
http://www.sonyjp / に higan-e/ 

レンズ交換式デジタルカメラの最新情報、撮影テクニック、アクセ 
ヴ U —などに関する情報を掲載しています。英語の取扱説明書の 
ダウン n— ドもできます。 （Enalish manual download service 
IS available.) 

付属ソフトウエアのヴポート情報 

http://www.sony.co.jp/support-disoft/ 


電話で問い合わせる（ソニーの相談窓口） 

♦ 使い方相談窓 □ 

フリーダイヤル . 0120 - 333-020 

携帯 • PHS • - 部の IP 電話 . 0466 - 31-2511 

上記番号へ接続後、最初のガイダンスび流れている間に「402」+ 
「#」を巧してください。直接、担当窓□へおつなざします。 

受付時間：月〜金9:00〜18:00 ± •日-祝日9:00〜17:00 


国 



♦ 修理相談窓 □ 

フリーダイヤル . 0120 - 222-330 

携帯 • PHS • - 部の IP 電話 . 0466 - 31-2531 

上記番号へ接続後、最初のガイダンスび流れている間に「402」+ 
「#」を巧してください。直接、担当窓□へおつなざします。 

受付時間：月〜金9:00〜20:00 ± ■日-祝日9:00〜17:00 

ホームぺージ http://www.sonv.co.jp/di-repair/ 

FAX (共通）： 0120-333-389 
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レンズ交換式デジタルカ > (ラ 


取扱説明書 
E マゥント I 


準備ずる 


基本操作を覚える 


撮影に便利な機能を使ラ 


再生に便利な機能を使ラ 


本機の機能を確認する 


画像をパソコンに取り込む 



その他 


な 


電気製品はををのための ミ 主 
意事項を巧らないと、乂災や 
人身事故になることがありまず。 

この取扳説明書には、事故を防ぐための重要 
な注意事項と製品の取り扱いかたを示して 
います。本書をよくお読みのラえ、製品を安 
全にお使いください。お読みになったあとは、 
いつでを見られるところに必ず保管してく 
ださい。 


A 警告 


NEX-C3 








































區暨 1 まをのために 


一 82〜85ぺージも 

ちわだてお読み < ださい。 


誤った使いかたをしたとさに生じる感電や傷 
害など人へのを害、また火がなどの財産への損 

害を未然に防止するたゆ、次のことを必ずお守 
りください。 

♦ 


「ま全のために J の注意事項を守る 
定期的に点検ずる 


1年に1度は、電源プラグ部とコンセントの間に 
ほこりびたまっていないか、電源コードに傷び 
ないか、故障したまま使用していないか、など 
を点検してください。 


故障した5使わない 


カメラや AC アダフター、バッテ U —チャー 
ジャーなどの動作びおかし<なったり、破損し 
ていることに気びついたら、すぐにソニーの相 
談窓□へご相談ください。 


万一、異常が起きた5 


> 〇電源を切る 
〇電ミ也をはずず 
〇 ソニーの 相談窓 □に 
連悠する 

裏表紙に ソニーの 相談窓 □の 連絡先びありま 
す。 


万一、電池の液漏れが起きたら 


〇ずぐに乂気か5遠ざけてください。漏れた 
液や気体に引火して発乂、破裂のおそれがあ 
0まず。 

〇おが目に入った場合は、こず日ず、ずぐに水 
道水などをれいな水で巧分に洗ったあと、医 
師のミ台療を受けてください。 

〇おを□に入れたり、なめた場合は、ずぐに水 
道水で□を洗浄し、医師に相談してくださし、。 
〇おが身体や巧服についたときは、水でよく洗 
JP い流してください。 
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変な音- 
におし 1 がした 
煙び出た5 


警告表示の意味 

この取扱説明書や製品では、次 
のよつな表71^をしています。 

IA 危哟 

この表示のある事項を守らな 
いと、極めてを険な状況び起こ 
り、その結果大けびや死 t にい 
たる危害び発生します。 

IA 警告 

この表示のある事項を守らな 
いと、思わめ危険な状況が起こ 
り、その結果大けびや死 t にい 
たるち害び発生することがあ 
0ます。 

IA を意 I 

この表示のある事項を守らな 
いと、思わめ危険な状況び起こ 
り、けびや財産に損害を与える 
ことびあります。 

ま意を促ず記号 

义化 感電 

行為を禁止する記号 

0 ® ® 

禁止 巧解禁止めれ手禁止 

行為を指示する記号 

® 〇 

コラグをコン 指示 

セントか5巧く 

電池について 

安全のためにの文中の「電池」 
とは、 r バッテ U - パック」も含 
みます。 
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本機の機能を確認ずる………… 46 

；>^ニュー覧 . 46 

撮影モードごとの設定可能機能 . 54 

使用可能なフラッシュモード . 55 

画像をパソコンに取り込む……………………57 

ソフトウエアをインス I ルする . 57 

付属のソフトウエアでできること . 60 

その他 . 61 

撮影可能枚数を確認する . 61 

画面表お一見 . 63 

もっと詳しく知りたし、 （ a ;、 ンドブック） . 目6 

故障かな？と思ったら . ら1 

使用上のご注意 . 72 

保証書とアフターサービス . 11 

ちな仕様 . 78 

安全のために . 82 

索引 . 86 


本書では付属するレンスび異なる機種をまとめて記載しています。 
レンスによって、機種名び変わります。 


機種名 

付属されるレンズ 

NEX - C 3 D 

E 18-55 mm と E 1 目 mm 

NEX - C 3 K 

E 18-55 mm 
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I ま機種共通 

•バツテ U —チャージヤー 
BGVW 1(1) 



• リチヤージャブルバッテ U - 
パック NP - FW 50 (1) 



• USB ケープルり） 

•ショルダーストラップ （1) 



•フラッシュ HVL - F 7 S (1) /フ 
ラッシュケース （1) 



• CD-ROM (1) 

- a アプ U ケーシヨンソフト 
ウェア 

- a 八ンドブック 
•取扱説明書(本書） （1) 

•保証書 (1) 

I NEX-C3D 

• E 16 mm 単焦点レンス (1) (レン 
ズフ□ントキヤップ、レンズ U 
ヤキャップ含む） 

• E 18-55 mm ズームレンズ （1) 

( レンズフ□ントキトップ含む） 
(本機に装着)/レンズフード （1) 

I NEX-C3K 

• E 18-55 mm ズームレンズ （1) 

( レンズフ□ントキトツプ含む） 
(本機に装着)/レンズフード （1 )JP 


付属品を確認する 

ご自分のカメラの機種名をご確認の上 (4 ページ)、付属品をお確かめく 
ださい。 

万一、不足の場をはお買い上げ店にご相談 < ださい。 

() 内は個数 


お備する 



る部のち前を確認する 


() の数字は、参照ページです。 



圧屛生)ボタン (24) 

图シトッターボタン (22) 

圓 ON / OFF 履源)スイッチ (20) 

团 AF 桶助光/セルフタイマーラ 
ンプ/スマイルシトッターラ 
ンプ 

固 スピーカー 
固マィク* 

回スマートアクセヴ U —夕一 S 
ナル (18) 

图レンズ （14) 

回レンズ取りはずしボタン （15) 
画マウント 
回イメージセンサー** 

画レンズ信号接点** 

* 動画撮霞時は&さびないで<ださ 
い。 

** 直接手で触れないで < ださい。 


を備する 
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圧!み ( USB ) 端子 
回ショルダーストラップ取り付 
け部 

落下防止のため、ストラップ 
を付けてお使いになることを 
おすすめします。 



团 HDMI 端子 (45) 

囲明るさセンサー 
固液晶モニター 

液晶モニターを見やすい角度 
に調磬して、自由なポジシヨ 
ンで撮影でさます。 



固 MOVIE (動画)ボタン (23) 
团コント□ールホイール (26) 
圓ソフトキー （27) 


を備する 




田■©■イメージセンサー位置表 
お 

回バッテリーカバー （11) 

回メモ U —カードカバー (16) 
团兰脚ネジ巧 

•兰脚を取り付けるときは、ネジの 
長さび 5.5 mm 未満の兰脚を 
使ってください。 

ネジの長さび 5.5 mm な上の兰 
脚ではしっかり固定でさず、本機 
を傷つけることがあ0ます。 

固バッテリー挿入□り 1) 

固 接続プレートカバー 

AC アダプター AC - PW 2 日（別 
売)を使ラとをに使います。 

团アクセスランプ （17) 

固；><モ|」一力ード挿入口 （16) 


田固定ネジ 
回発光部* 

固端子部* 

* 直接手で触れないで<ださい。 

巧れた場合は柔らかいきれいな巧で 
おさ取って < ださい。 



準備する 




I レンズ 

E18-55mm F3.5-5.6 OSS (NEX-C3D/C3K に付属 ) 




E16mmF2.8 (NEX-C3D に付属 ) 
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团フード指標 
图 フォー カスリング 
团スームリング 
囲焦点距離目盛 
固焦点距離指標 
固レンズ信号接点* 

团マウント標点 
* 直接 手で触れないで < ださい, 


のコンバーター取り付け指標* 
图フォー カスリング 
团レンズ信号接点** 

团マウント標点 
* コンパーターは別売です。 

直接手で触れないで < ださい。 




を倫する 
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八ッテ u —を準備する 

初めてお使いになるときは、"インフォ U チウム"バッテ U — NP - FW 50 
(付属)を必ず充電して < ださい。 

I バッテリーを巧電する 

"インフォ U チウム"バッテ U —は、使い切らない状態でち充電でさま 
す。また、充電び完了していない状態で使用することもでをまず。 


1バッテリーをバッテ 
リーチャーシャーに入 
れる。 

• カチッと音びするまで軽く押 
す。 

2 電源 プラグを引き起こ 
し、コンセントに取り付 
ける。 

• 充電び終了すると CHARGE ラ 
ンプび消える。 

• バッテ U —を使い切ってか5、 
温度25での環境下で充電した 
場合の充電時間の目安は、250 
分。 



電源プラグ- 



コンセントへ 


CHARGE ランプ 


• バッテ U —の残量や、充電環境によって、充電時間は異なります。 

• 周囲の温度び10に〜30にの環境で充電してください。これ政外では、効率のよ 
い充電びでさないことびあ0ます。 

• バッテ U —チャージャーを取り付けるときは、お手近なコンセントをお使いく 
ださい。 


準備する 
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• お買い上げ直後や長期間バッテ u —を放置した場合、一度目の充電では 
OH 冉 RGE ランプび速い点滅になる場合びあります。その場合は一度バッテリー 
をバッテ1」ーチャージャーか引まずし、再度充電してください。 

• 充電び完了して CHARGE ランプび消えても電源からは遮断されません。使用中、 
不具合び生じたとさはすぐにコンセントからプラヴを抜き、電源を遮断してく 
ださい。 

• 充電終了直媛またはそれに近い状態のバッテ U —を未使用のまま、何度も充電 
を繰り返さないでください。バッテ U —の'性能に影響します。 


>かミ毎外で使用するには 

バッテ1」ーチャージャーや AC アダプター AC - PVV 2 日（別売)は全世界 
( AC 100 V 〜 240 V ■ 50/60 HZ ) で使えます。ただし、地域によってはコンセ 
ントに差し込むための変換フラグアダプターび必要になる場合びあります。 
あらかじめ旅行代理店などでおたずねのラえ、ご用意ください。 


コンセントおが例 

地域 

変換プラグアダプター 

0 0 

主に北米 

不要 

〇 G 〇 
〇 © 

主に3—□ツパ 

必要 1 

ro 

5 


• 電子式変圧器 （ トラベルコンノ（一夕一)は故障の原因となるので使わない 
でください。 


I パツ テリーを入れる 


1カバーの才ープンレ 
パ‘一を押し、カバーを開 
ける。 
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準備する 




2 バッテリーの端で□ッ 
クレバーを押しなび5 
入れ、バッテリーび□ッ 
クされるまで押し込む。 


3カバーを閉じる。 


□ックレバー 





I バツテリー巧量を確認する 

液晶モニターの残量表示マークと％表示で確認して<ださい。 


残量 


画 

画 

画 


「電池びな<な0 
ました」 


撮震できません 



• 使用状況や環境によっては、正しく表示されません。 


•か InfoUTHIUM (インフォ U チウム)バッテ U — について 

‘インフォ IJ チウム"バッテ1」一は、本機との間で、使巧状況に関ずるデータを 
通信する機能を持っている U チウムイオンバッテ U —です。 

‘インフォ U チウム"バッテ U - び、本機の使用状況に応じたバッテ U - 残量 
を％単位で表示します。 


ごま意 


準備する 
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I バッテリーを取日出す 

電源を切り、アクセスランプび点打 
していないことを確認し、□ックレ 
バーをず b して、バッテリーを引定 
出します。 

このとさ、パ’ッテ U —び落下しない 
よラ、ミ主意してください。 



レンズを取り付ける/はずす 


本機にはあ5かじめレンズび取り付け5れています。 

別のレンズを取り付けるときなどは、似下の手順を参考にしてくださ 
い。 

レンズの取り付け/取りはずしは、本磯の電源を 「 OFF 」 にしてから行つ 
て < ださい。 

準- 

備1カメラやレンズに、 

ず キャップやカバーび付 
る いている場合ははずず。 

• カメラ内部にづミやほこりび 
入 b ないよラに、ほこりの少、な 
し、場所で素早 < 行ラ。 



2レンズと本機の2つの白 
色の点を合わせてはめ 
込む。 

• コ’ミやほこりび入5ないよう、 
マウントを下向さにして取り 
付ける。 



白色の点 


3レンズを軽く本機に押 
し付けなびら、 r カチッ J 
と音びずるまで矢印の 
方向にゆっくり回ず。 

• レンズを斜めに差し込まない。 



• レンズを取り付けるとをは、レンズ取りはずしボタンを巧さないでください。 
• レンズに無理な力を加えないで<ださい。 




• A マウントレンズ(別売)をご使用の場合は、マウントアダフター（別売)び必要 
です。詳しくはマウントアグフターの取扱説巧書をご覧ください。 


I レンズを取日はずす 

1レンズ取りはずしボタ 
ンを押しなび5、レンズ 
を矢印の方向に止まる 
まで回して取りはずず。 


P 


レンズ取りはずしボタン 


• レンズ交換の隙に、カメラ内にゴ S やほこりび入ってイメージセンサー（フィ 
ルムの役割を果ず部分)表面に付着すると、撮影条件によっては、ゴミやほこり 
び画像に写り込むことびあります。本機はアンチダスト磯能により電源オフ時 
に本機び少し振動し、ゴミやほこりび付きにくくなっておりますび、レンズの取 
り付け/取りはずしを巧う際は、ほこりのかない場所で素早く巧ってください。 

• レンズをはずした状態のまま、カメラを放置しないでくださし、。 

• ボディキャッフ、レンズ U ヤキャップをご使用の隙は、別売の ALC-BIEM (ボ 
デイキヤツフ)、 ALC - R 1 EM (レンズ U ヤキヤッフ)をご購入ください。 
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メモリーカード(別売)を入れる 

1カバーを開ける。 


m - 

§ 2 メモリーカードを入れ 

I る。 

• イラストの向をに合わせ、「力 
チッ」と音がするまで奥に差し 
込む。 


3カバーを閉じる。 

I 使用でをるメモリーカード 

本機で使用できるメモ U- 力ードは、モリースティック PRO デュ 
才"、"；><モリースティック PRO-HG デュオ"、 SD メモ U- 力ード、 
SDHC メモ U —カード、 SDXC メモ U —カードです。マルチメディア 
カードは使用でをません。 

本書では、"メモリースティック PRO デュオ"、"メモ U- スティック 
PRO-HG デュオ"を「―メモリースティック PRO デュオ"」、 SD メモリー 
力ード、 SDHC メモ U- 力ード、 SDXC メモ U- 力ードをに D 力ード」 
と表現しています。 

動画撮影時は、 ■ UTF の^モ U —力ードをおすすめしまず。 

• Memory Stick PRO Dud (Ma 「 k2)( "メモ U— スティック PRO デュオ"） 
(Mark2) 

• MemdryStickPRD-HGDuq ("メモ U— ステイック PRO-HG デュオ—） 




• SD メモ U —カード、 SDHC メモ U —カード、 SDXC メモリーカード 
( Class 4 攻上） 


ごま意 


• SDXC 力ードに記録した映働ま、 exFAT に対応していないパソコンや AV 機器な 
どに、本機と USB ケースレで接続して取り込んだり再生したりすることはでき 
ません。接続する機器び exFAT に対応しているかを事前にご確認ください。対 
応していない機器に接続した場合、フォーマット(初期化)を促す表示び出る場 
合びありますび、まして実行しないでください。内容びずべて失われます。 
(exFAT は、 SDXC カードで使用されているファイルシステムです。） 

I メモリーカードを取日出ず 

九) ' C 一を開けて、アクセスランプび 
点丹していないことを確認し、メモ 
U —カードを1度巧します。 


アクセスランプ 


ごま意 


• アクセスランフ点打中は、絶対にメモ U —カードを取り出したり、バッテ U —を 
取りはずした0、電源を切ったりしないでくださし1。データび壊れることびあ 
0ます。 



準備する 
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フラッシュを取り付ける 

フラッシュを発光させたいとさは、付属のフラッシュを取り付けます。 
フラッシュ発光部を上げるとフラッシュの電源び入り、下げると切れ 
ます。 

フラッシュの取り付け/取りはずしは、本機の電源を rOFF 」 にしてか5 
行ってください。 


1フラッシュを本機のス 
マートアクセサリー 
ターミナルに取り付け 
る。 


2ネジを回し、本機にしっかり固定ずる。 

3フラッシュを発光させ 
たいとさは、フラッシュ 
発光部を上に持ち上げ 
る。 

•初期設定は[自動発光]です。 

設定の変更については、38 
ページをご覧ください。 

• 発光させないときは、フラッ 
シュ発光部を下げる。 


ごま意 


• 電源はカメラから供給されます。液晶モニターに i ■マークび点滅しているとさ 
は、フラッシュ充電中です。このとを、シャッターは切れません。 

• フラッシュを最後までしっかり差し込んでからネジを締め、本機にしっかりと 
固定されていることを確認してください。 




を備する 



フラッシュを持ち運ぶ 



フラッシュケースをストラッフに取り付ける 
ことびできます。持ち運ぶときに便利です。 
端子部の破損防止のためにち、フラッシュを持 
ち運ぶとさはフラッシュケースに入れてくだ 
さい。 


準備する 
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電源を入れ、時計を合わせる 

初めて電源を入れたときは、日時設定の画面び表示されます。 


1電源スイッチを roN 」 に 
して、電源を入れる。 

日時設定を要求する画面になる。 
•電源を切るとをは、 「 OFF 」 にす 
る 0 



2コント □ —ルホイール 
の中央を押し、误行]ず 
る。 


3 [東京/ソウル]び選ばれ 
ていることを確認し、〕 
ント □ —ルホイールの 
中巧を押ず。 




4コント □ —ルホイール 
の左ちで項目を選び、上 
下を押ず、またはホイー 
ルを回して数値を設定 
ずる。 


巨01口-の-己]回;阿 AM 巧讀 


表示巧す； 


サマータイム： 曰 本では、 サマー 
タイムは「切」にする。 

表示形式：曰付表お順を選ぶ。 
•真夜中は 12:00 AM 、 正午は 
] 2:00 PM となる。 






ごま意 


•本磯口ま、画像に日付を挿入する機能はありません。 CD - ROM 咐属)に収録さ 
れている rPMB 」 を使用すると、日付を入れて保を/印刷できます。詳しくは、 
rPMB ヘルプ」(自日ぺージ)をご覧ください。 

I B ま計合わせをや日直す/現巧の時刻設定を確認ずる 

[メニュー]を押して、[セットアップ]の[曰時設定]を選びます(27、52 
ぺージ)。 

I 設定した曰時の保持について 

本機は日時や各種の設定を電源の入/切や電池の有無に関係な < 保持 
するために充電式バックアップ電池を内蔵しています。詳しくは74 
ページを ご覧ください。 


5 4の手順を繰り返して、ずべて設定し、コント □— 
ルホイールの中巧を押ず。 


を倫する 




2 被写体にカメラを向け 
る。 

カメラびシーンを認識すると、 
J (夜景)、が(兰脚夜景)、シ•(夜 
景&人物)、团(逆光)、巧(逆光& 
人物)、四(風景)、を!认物)、ぶ 
(マク □) の各マークとガイドび 
液晶モニターに出る。 



シーン 認識 マークと 
ガイド 


ズームレンズの場合は、 
ズームリングを回して 
被写体の大きさを巧め 
る。 


ズーム リング 



4シャツターボタンを半 
押しして、ピントを合わ 
せる。 

ピントび合うと、「ピピツ」とい 
ラ音びして♦び点灯する。 



峰- 


フォーカス表术 


ご5シャッターボタンを深く押し込む。 


静止画を撮る 

ifi (おまかせオート撮影)では、本機び撮影状況を自動的に判断して撮 
影します。 


1電源スイッチを roN 」 にして、電源を入れる。 


基本操作を覚える 

















動画を撮る 


1電源スイッチを roNj にして、電源を入れる。 

2被写体にカメラを向ける。 

3 MOVIE (動画)ボタン 
を押して、撮霞を開始ず 
る。 

ピントと明るさは自動で調整さ 
れる。 

撮影中にシャッターボタンを半 
押しすると、すばや < ピントを 
をねせることびでさる。 

4もう一度 MOVIE (動画)ボタンを押して、終了ずる 。 S 



基 


作 

を 

覚 


ごま意 


• 動画記録中はレンズやカメラの作動音などび記録されてしまラことびありま 
す。[メニュ ー]— [セットアッフ]一[動画音声記録]一脚]にすると、音 
声が記録されないよラにでさます (51 ページ)。 

• 1回の連続撮影時間は環境温度や本機の使用げ態によって制限されます。 

• 連続して撮影している場合などに、本機の温度び上昇し、 r カメラの温度び下び 
るまでお待ちください」という表示び出る場合びあります。その場合は、本機の 
電源を切って、本機の温度び下びるのを待ってから撮影して < ださい。 
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再生する 


田(再生)ボタンを押ず。 

最後に撮影された画像び液晶モ 
二夕一に表术される。 



I 画像を選ぶ 

コント □ ールホイールを回して画像を選ぶ。 

I 動画を再生する 


1再生モード中にコン 
卜〇—ルホイー J レの 
H (—覧表示)を}甲ず。 

6枚表示画面になる。 



2コント □ — J レホイール 
の左側を繰り返し押し 
て口 (動画)を選び、中央 
を押ず。 

静止画再生に戻すには、因(静止 
動を選ぶ (44 ページ)。 


圈固国 
麵因 


コント□ールホイールを回して再生したい動画を 
選び、中央を押す。 


基本操作を覚える 


























削除する 

再生中の画像を削除しまず。 


1削除したい画像を表示 
して、悄 y 除]を押ず。 


悄り除] 


2コント □ ールホイール 
の中央を押し、[実行]ず 
る。 

削除をやめるには、[キトンセ 
ル]を巧す。 


悼ヤンセル]庚衍 


'が'複数の画像を削除するとをは 
[ X - ZL -]— [再生]- ► 梢 U 除]か5、画像を選んで削除した0、 
まとめて削除したりすることびでさます。 




動画再を中にでさること 

コント□ールホイール操作 

一時停止/再生 

中央を巧す 

早送り 

ちを巧す、またはちに回す 

早戻し 

左を押す、または左に回す 

音量 

下一-上/下を巧ず 


基本操作を覚える 
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コント□—ルホイール/ソフトキーの 
巧いかた 

コント□ールホイールとソフトキーを使って、多くの機能を使いこな 
すことびでさます。 

I コント□ールホイール 

コント□ールホイールには、撮影時には asp (画面表示切換)と囚(露 
出補正)の機能び、再生時には DISP (画面表示切換)と H (—覧表示)の 
機能び割0当て5れています。 

また、画面表示に従ってコント□ールホイールを回したり、上下左ちを 
巧したりすると、項目を選ぶことびでさます。選んだ項目は、中央を巧 
すと決定されます。 


曲線矢印は、コント□ールホ 
イールを回すことを示していま 
す。 


画面上に選択項目び出ている場 
合は、コント□ールホイールを 
回したり、上下左ちを押したり 
して項目び移動でをます。 
中央を押して決定します。 



基本操作を覚える 
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この場合、 A は[メ—ユー ] 
ボタンになり、 B は[撮影 
アドバイス]ボタンになり 
ます。 a ま[撮影モード]ボ 
タンになります。 


ガイドを参考にして使う 


本機は臟能の説明を示す「ヘルプガイド」や、撮りかたのコツを紹介す 
る r 撮影アドバイス」のガイド機能を搭載しています。 

ガイド機能を利用して、本機を使いこなしましよラ。 

I ペルプガイド 

設定を変えたとさなど、選んだ機能に関する説明を液晶モニターに表 
术しよ弓© 

[メニ:!一]一 [セットアップ]一[ヘルプガイド表示]一脚]で、 
表示しないよラにすることちでさます。 


I ソフトキー 

ソフトキーは目的によって役割び変わります。 

何の機能び割り当てられているかは、それぞれ画面に表示されます。 
画面ち上に表おされる機能を使ラとさは A のボタンを、画面ち下に表示 
される機能を使うときは B のボタンを巧します。中央の機能を使ラと 
きは、コント□ールホイールの中央を押しますにボタン)。 

本書では、画面に表示されているアイコンまたは機能名称でこのソフ 
トキーを表現しています。 


基本操作を覚える 
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I 撮影アドバイス 

選んでいる撮影モードに応じたアドバイスを表示します。 

©画面ち下に[撮影アドバイス]と表示されているとを、ち下のボタン 
を巧す (27 ページ)。 

シーンに応じた撮影アドバイスび表示される。 



感 コント□ールホイールの左ちで、見たい撮影アドバイスを探す。 

• コント n —ルホイールを回すと、続きを読むことびできます。 


'を'撮影アドバイスを全部見るには 

メニューか5、すべての撮影アドバイスを表示することびでさまず。 
政前に見た撮影アドバイスを、もう一度見たいときに使います。 

の[メニュー]一[カメラ]一[撮影アドバイスー覧]を選ぶ。 

③見たい撮影アドバイスを探ず。 

見たい項目を[目次]から選んで表示することをでさます。 


基本操作を覚える 





7 イフォトスタイルで設定を変ちする 

マイフォトスタイルは、通常の画面とは異なるデザインで直感的に力 
メラを操作でさるモードです。かんたんな操作で設定を変更して撮影 
でさまず。 


1 [メニュー] を巧し、[撮影 モー 
ド] 一 iO (おまかせオート） 

を選ぶ。 

[メニュー] 

2コント□—ルホイールの中巧 
を押ず。 

マイフォトスタイルの画面にな 
る。 

コント□ールホイール 

3コント□ールホイールを回して設定を変更ずる項目を選び、中 
巧を巧ず。 

一よ(背貢ぼかし）： 背景のぼかし具合を調整する。 

0(ピクチャーエフェクト）： 好みの効果を選んで、独自の風含い 
で撮影する。 

か(美肌効果）： 美肌効果の強さを調磬する。 

&/乌1( セルフタイマー/連続撮影）： シャッターを巧して10秒後 
に撮影する/高速で連続撮影する。 

IK 鮮やかさ）： 鮮やかさを調磬する。 

こ(色あい）： 色あいを調整する。 

»(明るさ）： 明るさを調整する。 




撮影に便利な機能を使ラ 
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4 コント□ールホイールを回して希望の設定にして、中央を巧ず。 

マイフォトスタイルの撮影画面に戻る。 

手順2か54を繰0返して、色々な設定を組みをわせることびでを 
る。 


ごま意 


• マイフォトスタイルは、 E マウントレンズでのみ使用できます。 

'が'マイフォトスタイルで再生する 

マイフォトスタイルモードのときに® (再生)ボタンを巧すと、マイフォト 
スタイル巧の再生モードになります。[戻る]を押して撮影モードに戻ると、再 
生前の設定のまま撮影できます。 


I 背景ぼかし 


1 心(背景ぼかし)を選ぶ (29 ページ)。 

2コント □ —ルホイールを回し 
て、好みのぼかし具台にずる。 

4 a :ちに回すと、くっさりする。 

心 左に回すと、ぼける。 

元に戻すには、[キトンセル]を 
巧ず。 

• 設定したぼかし具合で動画ち 
撮影でさる。 


ごま意 


• 被写体との距離や使巧するレンズによっては効果び得られにくい場合びありま 
す。 
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‘されいに背景をぼかずには 
•被写体に近づいて撮彰ずる。 

• 被写体とぼかしたい背景との距離を離す。 

I ピクチャーエフェクト 


1 J 55( ピクチャーエフ I クト）を選ぶ (29 ベージ)。_ 

2コント□-ルホイールを回してを望の効果を選び、中巧を f 申ず。 

©(ポスタリゼーシヨン ）（ カラー): 原色のみで再現されるメ U A 
リのさいた抽象的な仕上びりになる。 

(ポスタリゼーシヨン）（白黒）： 白黒のみで再現される^ U ノ VU 
のさいた巧象的な仕上びりになる。 

涵 )（ ポップカラー）： 色をいを強調してポップで生さ生さとした仕 
上びりになる。 

湿) （レト n フオト）： ちびた写真のようにセピア色でコントラスト 
び落ちた仕上びりになる。 

パートカラー）： 指定の色のみをカラーで残し、他の 
部分はモノク□に仕上びる。 

题 )( 八イキー): 明るく、透明感や軽さ•優しさ-柔 b かさを持っ 
たよラな仕上びりになる。 

砸 )( 八イコントラストモノク □) :明暗を強調することで緊張感の 
あるモノク□に仕上がる。 

彼> (トイカメラ）： 周辺び暗く、独特の色合いをちった仕上びりに 
なる。 


撮影に便利な機能を使ラ 




写真の明るさを変える(露出補正) 


-2.0 EV から + 2.0 EV の範囲で、 1/3 EV 単位で露出を調節できます。 



2コント□ールホイールを回して好みの設定値を選び、中巧を巧 
ず。 

画像び明るい場ち： 露出補正を一側にする。 

画像が暗い場合： 露出補正を+側にする。 




画面の表巧を変える (DISP) 



2コント□—ルホイールの DISP を繰り返し f 甲して希望のモード 
を選ぶ。 

撮影時 

基本 I 睛幸目表示： 基本的な撮影情報を表示する。撮影モードび[おま 
かせオート][スイングパノラマ]な外のときは、シャッタースピー 
ドと絞りをグラフィカルに表おする。 

情報表示あり： 撮影情報を表おする。 

情報表示なし： 撮影情報を表おしない。 

再生時 

情報表示あり： 撮影時の情報を表おする。 

ヒスト グラム： 撮影時の情報とヒス ト グラムを表示する。 

情報表おなし： 撮影時の情報を表おしない。 


撮影に便利な機能を使ラ 
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撮影モードを変えて撮る 



2コント□ールホイールで[撮影モード]-►お望のモードを選び、 
中央を押ず。 

iO (おまかせオート）： 力^ラびシーンを自動判別して、オート撮 
影する。 

SCN (シーンセレクション）： 撮りたい被写体传環境に適したモー 
ドで撮影する。 

召5(ピクチャーエフェクト）： 好みの効果を選んで、独自の風をい 
で撮影する。 

«む)(人物ブレ軽減）： 暗めの室内や望遠撮影時でもブレを抑えて 
撮影する。 

に! (スイングパノラマ）： パノラマサイズで撮影する。 

町:: （3 D スイングパノラマ）： 3 D 対応テレビで再生する 3 D パノラ 
マ画像を撮影する。 

M (マニュアル露出）： 絞りとシャッタースピードを調節して撮 
影する。 

S (シャッタースピード 1憂 巧）： シャッタースピードを調整し、動 
くちのの表現を変えて撮影する。 

A (絞0優先）： ピントの合ラ範囲や、背景のぼかし具をを変えて 
撮影する。 

P (プ n グラムオート）： 露出（シャッタースピードと絞り）政がは 
お好みの設定びでさるオート撮影。 



I シーンセレクション 

^SCN (シーンセレクション）にずる （34 ぺージ)。_ 

2コント□ールホイールを回して蒂望のモードを選び、中央を押 
す。 

國(ポートレート） ：背景をぼかして、人物を際立たせる。肌をや 
ねらかに再現する。 

函(風景）： 風景を手前か b 契までくっさりと鮮やかな色で撮る。 
跑(マク □) :なや料理などに近づいて撮るとさに適している。 

国 (スポーツ）： 高速なシャッタースピードで動く物び止まったよ 
ラに撮れる。シャッターボタンを巧し続けると連続撮影する。 

图(夕貢）： 夕焼けや朝焼けなどのホを美しく撮る。 

图(夜景ポートレート）： 夜景を背景に手前の人物を撮る。フラッ 
シュを取り付けて使ラ。 

团(夜景）： 暗い雰囲気を損なわずに、夜景を撮る。 

图(手持ち夜景）： 兰脚を使わずにノイズび少ない夜景を撮る。連 
写を行い、画像をを成して被写体ブレや手プレ、ノイズを軽減して 
記録する。 


I 人物ブレ度減 

室内での人物撮影に適しています。フラッシュを使わずに被写体ブレ 
を軽減した撮影びでをます。 

11(か(人物ブレ軽減)にずる (34 ぺージ)。_ 

2シャッターボタンを押して撮影ずる。 

連写した6枚の画像をを成して被写体ブレやノイズを軽減して記 
_録する。_ 

JP 


撮影に便利な機能を使ラ 



I スイングパノラマ /3 D スイングパノラマ 

カメラを動かす間に複数の画像を撮影し、合成して1枚のパノラマ画像 


を作成します。 


1に!(スイングパノラマ）または巧コ （3 D スイングパノラマ）にす 
る （34 ぺージ)。 


2撮りたい被写体の端にカメラ 
を台わせ、シャッターボタン 
を深く押し込む。 


撮影されない部分 




3液晶モニター上の矢印方向に、 
ガイドの終わりまで、カメラ 
を動かず。 



ごミち意 


• スイングパノラマ 中は 連続撮影になり、撮影終了まで シャツ ター音び鳴り続け 
ます。 


JP 
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パノラマ画像をスク□ール再生ずる 


パノラマ画像はコント n —ルホイールの中央を巧すと、撮影開始から撮影終 
了まで自動的にスク□ールさせて再生できます。ちラー■度中央を巧すと、一 
時停止します。 



全体の中で現在表示 
されている部分 


• パノラマ画像は付属のソフトウエア rPMB 」 
でち再生でさます (60 ページ)。 

• 他機で撮穀されたパノラマ画像は、実際の撮 
影サイズと異なつて表示されたり、正しくス 
ク n —ル再生されない場合びあります。 


I シャツタースピー ド優巧 

シャツタースピードを調整し、動きを止めて写したり、軌跡を写したり 
するなど動<ちのの表現を変えた撮影びでさます。 


1 S (シャツタースピード優巧)にずる （34 ベージ)。 

2コント□ールホイールを回して蒂望の数値を選び、中巧を f 甲ず。 


撮 

影 

に 

便 

利 

な 

機 

能 

を 

使 
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た 5' シャッタースピー ドに ついて 



シャッタースピードを速くすると、走っている人や 
車、波しぶさなどの動きのあるものび止まったよラ 
に見えます。 



シャッタースピードを遅くすると、川の流れなどの 
軌跡び残り、より自然な流動感のある画像になりま 
す。 
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I 絞日優巧 

ピントのをラ範団和背景のぼかし具をを変えて撮影でさます。 


LA (絞り 優 巧)にずる。4ぺージ)。_ 

2コント□ールホイールを回して希望の数値を選び、中央を巧ず。 

• 設定した数値で動画ち撮影でさる。 


フラッシュモードを選ぶ 


1フラッシュを取り付け、発光部を持ち上げる （18 ページ)。 
2 [メニュー]を巧ず。 


[メニュ ー] 



3コント□—ルホイールで[カメラ]-[フラッシュモード]を 
_選び、中巧を押ず。_ 

4コント□ールホイールを回して好みのモードを還び、中央を押 
ず。 

⑥ (発ホ禁止）： フラッシュ発光部を上げていても発光しない。 

成 (自動発光）： 光量不足や逆光と判断したとを発光する。 

ろ(強制発光）： おず発光する。 

sti (ス n — シンク □) :必ず発光する。被写体だけでな<背景ち明 
るく撮れる。 

点。 (後幕シンク n ) :露光び終わる直前のタイミングで発光する。 
動いている被写体の軌跡び自然な感じに撮れる。 

• 選択可能なフラッシュモードは撮影モードによって異なる （55 
ぺージ)。 



フラッシュ光の届く距離 

付属のフラッシュは、 ISO 感度と絞り値によってフラッシュ光び届く 
距離び変わります。 



F 2.8 

F 3.5 

F 5.6 

IS 0200 

] 〜 3.5 m 

] 〜 2.8 m 

] 〜 1.8 m 

に01600 

2.8 〜 10 m 

2.3 〜 8 m 

1.4 〜 5 m 


セルフタイマーをほラ 

1[メニュー]を押す。 



[メニュ ー] 


2コント□-ルホイールで[カメラ]一 [ ドライプモード]一[セ 
_ルフタイマー]を選ぶ。_ 

3 [オプション]を押して希望のモードを選び、中央を押ず。 

の 10( セルフタイマー： 10 砂）：10 秒後に撮影。自分も一緒に写り 
たいときに使ラ。 

シトッターボタンを押すと、セルフタイマーランプび点滅して電 
子音び鳴り、撮影び開始される。 

公 2( セルフタイマー： 2 秒）： 2 秒後に撮影。シャッターボタンを巧 
したとさのプレび軽減でさるため、手プレび起こりにくくなる。 

• 解除するには、 [ ドライブモー问の [1 枚撮影]を選ぶ。 


撮影に便利な機能を使ラ 
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連続して撮る 

シャッターボタンを巧している間、連続して撮影しまず。 

1[メニュ ー] を巧ず。 

[メニュ ー] 

2コント□ールホイールで[カメラ]一 [ ドライブモード]一[連 
_続撮影]を選び、中央を押ず。_ 

'かよ0高速で連写するには 

ドライブモードの督が速度優先連続撮影)を選ぶと、さらに速い速度で連写 
します海秒最高約 5.5 枚)。 

ピントと巧るさは、1枚目で固定されます。 
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画像サイズを変える 


画像サイズは画像を記録するとさの大ささのことです。 

画像サイズび大さいほど、大さな用紙にち詳細にプリントでをまず。 
かさくすると、たくさん撮影でさます。 

動画の場合、画像サイズは大さいほど高精細になります。 



2コント□-ルホイールで晒像サイズ]一[画像サイズ]を選び、 
中巧を押ず。 


3コント□ールホイールを回してお望のモードを選び、中央を押 
ず。 


静止画 


[縦横比]が3 : 2のとを 

用途例 

分 

[E (L :1 6 M ) 

491 2 X 3264 画素 

A 3 ノビサイスまでの印刷 


IIm(M : 8.4 M ) 

35目 8 X 2368 画素 

A 4 サイズまでの印刷 


Cs (S : 4.0 M ) 

2448 XI 目24画素 

I 72 L サイスまでの印刷 

[縦横比]が16 : 9のとを 

用途例 

が 

巧 （ L :14 M ) 

491 2 X 276 日画素 

A イビジヨンテレビでの再生 


口 3 (IVl : 7.1 M ) 

35目 8 X 200 日画素 


巧 (S : 3.4 M ) 

2448 XI 376画素 


撮 

影 

に 

便 

利 

な 

機 

能 

を 

使 

ラ 



3 D スイングパノラマ 



寫り 6:9) 

A イビジョンテレビでの再生に適したサイズで撮穀ず 
る。 

左も： 1920 X 1080 

が 

爵 (標勒 

標準サイズで撮影ずる。 

左も： 4912 X 1080 


剧ワイド） 

長いサイズで撮影ずる。 

左も： 7152 X 1080 


スイングパノラマ 

撮影方向によってサイズび異なります (48 ページ)。 


が 

爵(標勒 

標準サイズで撮影ずる。 

上下：强 72 X 2160 
左も： 8192 X 1856 


&ワイド） 

長いサイズで撮影ずる。 

上下： 5536 X 2160 
左も： 1241 目 X 1856 


動画 


画像サイズ 

平均ビットレート 

用途例 

が 

1280 X 720 

(フアイン） 

9 Mbps 

y V イビジョンテレビ用に高画質で 
撮影 


1280 X 720 

(スタンダード） 

6 Mbps 


VGA 

(640 X 480) 

3 Mbps 

WEB アツプ□-ドに適したサイズ 
で撮影 


• 16:9 で撮影した静止画やパノラマ撮影した静止画ホ、フリント時に両端び切れ 
ることびあります。 




化大して見る(化大再を) 


コント□-ルホイール 

3コント□ールホイールを回して拡大倍率を選ぶ。_ 

4コント□ールホイールの上下左ちで拡大ずる場所を選ぶ。 
•拡大をやめるには、[終了]を巧す。 



再生に便利な機能を使う 
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一貴表示で見る 


1 田 （再生)ボタンを押して、再 
生モードにずる。 



[3(再生)ボタン 


2コント □ —ルホイールの 
且(一覧表示)を押ず。 

6枚同時に表おされる。 



3コント□ールホイールを回して画像を選ぶ。 

• 1枚再生に房るには、表示したい画像を選び、中央を押す。 


i を静止画と動画を切0換える 

コント□ールホイールの左を繰り返 
し巧して因(静止画)または仁目(動 
画)を選び、中央を巧すと、簡単に切り 
換えられます。 

静止画と動画を一緒に一覧表おさせ 
ることはでをません。 


回 

B 

を|| 

1 

圓 

i ぶ‘… 

























テレビで見る 


本機の画像をテレビでみるには、 HDMI ケープル(別売)と HDMI 端子 
のある八イビジヨンテレビび必要です。 



• 本微側は HDMI ミニ端子、テレビ側はテレビの端子にあったタイプの HDMI ケー 
ブルをお使い<ださい。 


'か3 D 対応テレビで3 D 画像を見るときは 

HDMI ヶーブル側売)で 3D 対応テレビと接続すると、本機で撮影した 3D 画 
儘をお楽しみいただけます。 

[メニュ ー] 一[再を] 一 [3D 鑑賞]を選ぶ。 

•詳しくはテレビの取扱説明書をご覧ください。 


再生に便利な機能を使ラ 
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[メニュー]を巧すと、[撮影モー问[カメラ][画像サイズ]脚るさ•色 
あい][再生][セットアップ]の6つの項目び表示されます。 

それぞれの項目の中で、いろいろな機能び設定でをまず。そのときに 
設定でをない機能はグレーで表おされます。 



I 撮影モード 


露出モードやパノラマ、シーンセレクションなど、力^ラの撮影モード 
を変スます。 


おまかせオート 

カメラびシーンを自動判別して、オート撮震する。 

シーンセレクション 

撮りたい被写体や環境に適したモードで撮影ず 
る。 

(ポートレー ト /風景/マク □/ スポーツ/夕景/夜景 
ポートレート/夜景/手持ち夜景） 

ピクチャーエフェクト 

好みの効果を選んで、独自の風合いで撮影する。 
(ポスタ U ゼーシヨン（カラー）/ポスタ U ゼーシヨ 
ン（白黒）/ポップカラー/レト n フォト/バートカ 
ラー /A イキー /A イコントラストモノク □/ トイ 
カメラ） 

人物プレ軽減 

暗めの室内や望遠撮影時でちプレを抑えて撮影ず 
る。 

スイングパノラマ 

パノラマサイズで撮影ずる。 

3 D スイングパノラマ 

3D 対応テレビで再生する犯パノラマ画像を撮影 
する。 

マニュアル露出 

絞りとシャッタースピードを調節して撮影する。 

シャッタースピード優先 

シャッタースピードを調整し、動くをのの表現を 
蜜えて撮影する。 

絞り優先 

ピントの合ラ範囲や、背景のぼかし具合を蜜えて 
撮影する。 





プ□グラムオート 露出（シャッタースピードと絞り） iU がはお好みの 

設定びでさるオート撮影。 


I カメラ 


連続撮影、セルフタイマー、フラッシュ発光などの撮影設定を行います。 


ドライプモード 

連写、セルフタイマー、ブラケットなどを設定す 
る。 

り枚撮影/連続撮影/速度優先連続撮影/セルフタ 
イマー/セルフタイマー健続）/連続ブラケット） 

フラッシュモード 

発光方式を選ぶ。 

(発光禁止/自動発光/強勒発光/ス □- シンク □/ 後 
幕シンク □) 

フォーカス切換 

ピント合わせの方法を、自動か手動か選ぶ。 
けートフォーカス/ DMF/ マニュアルフォーカス） 

オートフォーカスエリア 

ピント合わせの位置を選ぶ。 

(マルチ/中央重点/フレキシブルスポット） 

才ートフォーカスモード 

ピント合わせの方法を選ぶ。 

(シングル/コンテイニュアス） 

プレシジョンデジタルズー 
ム 

デジタルズームの設定をする。 

顔 検出 

人の顔を自動でと5え、ピントや露出を合わせる 
ための設定をする。 

(切/オート/こどち優先/おとな優先） 

スマイルシャッター 

笑顔をとらえるたびに、自動的に撮影する。 

从觸 

スマイル検出 感度 

笑顔を検出する感度を設定する。 

(大笑い/普通の笑顔/微笑み） 

美月几効果 

美肌効果の強さを設定する。 

搞沖/低/挪 

撮穀 アドパイスー 覽 

ずべての撮影アドバイスを見る。 

画面表示切換 (asp) 

撮影画面に表おする情報を切り換える。 

(基本情報表示/情報表示あり/情報表おなし） 


本機の機能を確認する 
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I 画像サイズ 


画像サイズや横縦比などを設定します。 


静止画 

画像サイズ 

画像サイズを設定する。 

(3:2 : L : 16M/M : 8.4M/S : 4.0M 

16:9: L ： 14M/M : 7.1M/S : 3.4M) 

横縦比 

横縦の比率を選ぶ。 

(3 : 2/1自：弓） 

画質 

圧縮率を選ぶ。 

(RAW/RAW+JPEG/ フアイン/スタンダード） 

3D パノラマ 

画像サイズ 

3D パノラマ撮影時の画像サイスを設定する。 

(16: 弓/標準/ワイド） 

パノラマ撮穀方向 

3D； ( ノラマ撮影時、カメラを動かす方向を選ぶ。 

C ち/左） 

パノラマ 

画像サイズ 

パノラマ撮影時の画像サイスを設定する。 
(標準/ワイド） 

パノラマ撮穀方向 

パノラマ撮影時、カメラを動かず方向を選ぶ。 
(ち/左/ ±/T) 

動画 

画像サイズ 

動画の画像サイズを設定する。 

(1280X720( フアイン）/1280 X720 (スタンダー 
の /VGA) 


I 明るを • をあい 

測光などの明るさに関する設定や、ホワイトバランスなど色あいに関 
する設定を行います。 


露出補正 

画像全体の明るさを補正ずる。 

(-2.0EV~+2.0EV) 

に0感度 

明るさに対する感度を設定する。 

(ISO AUTO/200 〜1280 0) 




ホワイトパランス 

光源に合わせて画像の色あいを調整する。 

けートホワイトバランス/太隔光/曰陰/量天/電球 
/堂光な/フラッシュ/色温度-カラーフィルター/ 
カスタム/カスタムセット） 

測光モード 

明るさを測るちまを選ぶ。 

(マルチ/中央重点/スポット） 

調光補正 

フラッシュ発光量を調整ずる。 

(-2.0 EV 〜 +2.0 EV ) 

DRO/ 才ート HDR 

明るさやコントラストを自動巧正する。 

烟 / D レンジオフティマイヴー/才ート HDR ) 

クリエイティプスタイル 

画像の化上び0具合を選ぶ。 

(スタンダード/ビビッド/ポートレート/風景/夕景 
/白黒） 


■再生 

再生機能の設定をします。 


削除 

画儘を削除する。 

(画像選択/フォルダー内全て/曰付内全て） 

スライドシヨー 

画儘を自動再をする。 

(静止画時：リピート/間隔設定/画儘種別） 

(動画時： U ピート） 

静止画/動画切換 

静止画/動画の再生画面を切り換える。 
(静止画/動画） 

一覧表示 

一覧表おずる枚数を選ぶ。 

(目枚/12枚） 

再生フォルダー選択 

再生する静止画のフォルダーを選ぶ。 

日付選択 

再生する動画の曰付を選ぶ。 

回転 

画像を回転する。 

プ□テクト 

画像のな護、辭除の設定をする。 

(画像選択/静止画全て辭除/動画全て解除） 

3D 鑑賞 

3 D 対応テレビと接続して 3 D 画像を再生する。 

硕広大 

画像を拡大する。 

音重設疋 

動画の音量を設定する。 

プリント指定 

フ1」ントずる画像の指定や設定を行ラ。 

( DPOF 指定/日付プ U ント） 


本機の機能を確認する 
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画面表示切換 (DISP) 再生画面に表示する情報を切り換える。 

(情報表示あり/ヒストグラム表示/情報表示なし) 


I セットアップ 


撮影の詳細な設定や、カメラ全体に関する設定を行います。 


撮影設定 

AF 補助光 

暗い場巧でピントを合わせるための補助光を設定 
する。 

けー ト/切） 

ホ目軽減発光 

フラッシュ撮影時に目び赤く写るのを防ぐため 
に、フ1」発光ずる。 

(入/切） 

オートレビュー 

撮影直後、撮った画像を表示する時間を設定する。 
¢10秒/5秒/2秒/切） 

グリツドライン 

構図合わせのための補助線(グリッドライン)を表 

のす々〇 

(入/切） 

ピーキングレベル 

ピントび合っている部分の輪郭を指定した色で表 
のすな。 

情/中/ほ/切） 

ピーキング色 

輪郭を強調するピーキング表示の色を設定する。 
(ホワイト/レッド/イエ □-) 

ヒストグラム 

どの明るさの画素びどれだけを在するかを表ずヒ 
ストブラムを表示する。 

(入/挪 

MF アシスト 

手動ピント合わせ時に画像を拡大表示する。 
(無制限/5秒/2秒/切） 

を空間 

再現でをる色の範囲を変更する。 
( sRGB / AdobeRGB ) 

手ブレ補正 

手ブレ補正の設定をする。 

(入/挪 

レンズなし時のレリーズ 

レンズが装着されていない状態でシャッターび切 
れるかどラか設定する。 

(許可/禁止） 

長秒時ノイズリダクション 

長時間露光時のノイズ軽減処理を設定する。 

(入/挪 




高感度ノイズリダクション 

高感度撮影時のノイズ軽減処理を設定する。 

(オート/弱） 

動画音声記録 

動画撮霖時の音声を設定する。 

ixm 

カスタムキー設定 

左キーの設定 

コント n —ルホイールの左キーに割0当てる機能 
を設定する。 

(撮影モード/撮影アドバイス/ドライブモード/ 

フオーカス切換/オートフオーカスモード/オート 
フオーカスエ U ア/プレシジョンデジタルズーム/ 
ISO 感度/ホワイトバランス/測光モー K / DRO / 
才ート HDR / ク U エイティブスタイル/フラッシュ 
モード/調光補正/ MF アシスト/未設定） 

ちキーの設定 

コント n —ルホイールのちキーに割0当てる磯能 
を設定する。 

(撮影モード/撮影アドバイス/ドライブモード/ 

フオーカス切換/オートフオーカスモード/オート 
フオーカスエ U ア/プレシジョンデジタルズーム/ 
ISO 感度/ホワイトバランス/測光モード/ DRO / 
才ート HDR / ク U エイティブスタイル/フラッシュ 
モード/調光補正/ MF アシスト/未設定） 

ソフトキー B の設定 

ソフトキー B に割り当てる機能を設定する。 

(撮影モード/撮影アドバイス/ドライブモード/ 
フオーカス切換/才ートフオーカスモード/プレシ 
ジョンデジタルズーム/に0感度/ホワイトバラン 
ス/測光モード/ DRO / オート HDR / クリエイティブ 
スタイル/フラッシュモード/調光補正/ MF アシス 
卜） 

ソフトキー C の設定 

ソフトキー a こ割り当てる磯能を設定する。 

(撮影モード/カスタム） 

カスタム 

ソフトキー C のカスタム機能の設定を変更ずる。 

( ドライブモード/フオーカス切換/オートフオー 
カスモー ド/オートフオーカスエ1」ア/に0感度/す 
ワイトバランス/測光モード/ DRO / 才ート HDR / ク 
1」エイティプスタイル/フラッシュモード/未設 
定） 

本化設定 

メニュー呼び出し巧 

メニューの呼び出し先を変更ずる。 

(先頭/前回位置） 


本機の機能を確認する 


^1 
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操作音 

操作時の音を設定する。 

( AF 音/大/か/切） 

曰時設定 

曰時を設定する。 

エリア設定 

本機を使ラエ U アを選ぶ。 

ヘルプガイド表示 

ヘルプガイドを表示/非表示する。 

(入/切） 

パワーセーブ 

省電カモードになる時間を設定する。 

(30 分/10分/5分/1分） 

モニター明るさ 

液晶モニターの巧るさを調節する。 

(オート/マニュアル/屋外晴天） 

画面色 

液晶モニター画面の色を選ぶ。 

(ブラック/ホワイト/ブルー/ピンク） 

ワイド画像 

ワイド画像の表示方法を設定する。 

(フル/標準） 

縦記録画像の再生 

縦位置で撮影した画像の再をちまを選ぶ。 

(縦向さ/横向さ） 

HDMI 機器制御 

ブラビア U ンク対応テレビから本機を操作ずるた 
めの設定をする。 

(入/挪 

USB 接続 

USB 接続のちまを設定する。 

(マスストレーシ 7 PTP ) 

ク U —ニングモード 

イメージセンサーをク1」一ニンブする。 

パージヨン表示 

本機およびレンス:のバージョンを表示する。 

デモモード 

動画再生のデモンストレーションを設定する。 

(入/挪 

設定値リセット 

お買い上げ時の設定に戻す。 

メモ u — カードツール 

フォーマット 

メモ U —力ードを初期化ずる。 

ファイル番号 

ファイル番号の付けかたを設定する。 

(連ま/1」セット） 

フォルダーお式 

フオルダー名の付けかたを設定する。 

(標準形式/曰付形式） 

撮影フォルダー選巧 

画像を保をするフオルダーを選ぶ。 

フォルダー新規作成 

新しいフオルダーを作成ずる。 




管理ファイル修復 

動画を管理するファイルに異常び発生したとさに 
修復ずる。 

メモリーカード残量表示 

動画の撮影可能時間および静止画の撮影可能枚数 
を表示する。 

Eye-Fi セットアップ* 

アップ□-ド設定 

Eye - Fi 力ードを利巧した本機のアップ □- ド機能 
を設定する。 

ixm 


Eye - Fi カード(別売)挿入時のみ表示されます。 

飛行機の中では Eye - Fi カードを本機に挿入しないでください。挿入している場 
合は [アツ プ □- ド設赶を脚]にしてください。 

Eye - Fi カードはご購入された国のみで使用び認め!3れています。使用する国の 
法律に従ってお使いください。 




撮影モードごとの設定可能機能 


選んでいる撮影モードによって、設定できない機能びあります。 


〇は変更可能、 X は変更不可能を表しています。 
設定でをない機能はグレーで表示されます。 


撮影モード 

露出補正 

セルフタイマー 

連続撮影 

顔検出 

スマイル 

おまかせオート 

撮影 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

スイングバノラマ 

〇 

X 

X 

X 

X 

3 D スイングバノ 
ラマ 

〇 

X 

X 

X 

X 

人物プレ軽減 

〇 

X 

X 

〇 

X 

シーン 

セレクシヨン 

國 

X 

〇 

X 

〇 

〇 

国 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

湿 

X 

〇 

X 

〇 

〇 

困 

X 

〇 

X 

〇 

〇 

图 

X 

〇 

X 

〇 

〇 

团 

X 

〇 

X 

〇 

〇 

囲 

X 

X 

X 

〇 

X 

因 

X 

〇 

X 

〇 

〇 

ピクチャーエ 
フエクト 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

プ□グラムオー 
卜 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

絞り優先 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

シャツター 
スピード優先 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

マニュアル露出 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 


ごま意 


• 撮影モード政がの条件にち制限される場合びあります。 



• フラッシュモードは上記の撮影モードががの条件にち制限される場合びありま 
す0 JP 
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使用可能なフラッシュモード 

設定している撮影モードや機能によって、選べるフラッシュモードび 
異なります。 

〇は変更可能、 X は変更不可能を表しています。 

選べないフラッシュモードはグレーで表示されます。 


撮影 モード 

発光禁止 

自動発光 

強制発光 

ス □- 
シンクロ 

後幕 
シンク □ 

おまかせオート 
撮影 

〇 

〇 

X 

X 

X 

スイングパノラマ 

〇 

X 

X 

X 

X 

3 D スイングパノ 
ラマ 

〇 

X 

X 

X 

X 

人物プレ軽減 

〇 

X 

X 

X 

X 

シーン 

セレクション 

画 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

図 

〇 

X 

〇 

X 

X 

跑 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

团 

〇 

X 

〇 

X 

X 

图 

〇 

X 

〇 

X 

X 

团 

〇 

X 

X 

X 

X 

团 

〇 

X 

X 

X 

X 

固 

X 

X 

X 

〇 

X 

ピクチャーエ フエ 
クト 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

プ□グラムオート 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

絞り優先 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

シャ ッ タース 
ピード優先 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

マニュアル露出 

X 

X 

〇 

〇 

〇 


ごま意 


本機の機能を確認する 



• 発光ずるモードにしていてを、フラッシュ発光部を上げていないと発光しませ 
ん /。 

• [自動発光]は、撮影モードび[おまかせオート]や[ピクチャーエフェクト]、一部 
の[シーンセレクション]のときのみ選べます。 


JP 
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ソフトウエアをインストールする 

本機で撮影した画像をいっそうご活用いただくために、 〔 D-ROM (付 
属）には UTF のソフトウエアび収録されています。 

• Sony Imaae Data Suite 
「Image Data し onverter SR 」 

「Image Data Lightbox SR 」 

• fPMBJ (Picture M 加 on Browser ) ( Windows のみ） 


ごま意 


• コンピューターの管理者権限でログオンしてください。 

• rPMB 」 をずでにインストールしているバソコンで、付属の CD-ROM のバージョ 
ンよりルさし堪号をご使用の場合は、付属の 〔 D-ROM からもインストールして 
ください。 

I Windows 


付属ソフトウエアを使ったり、 USB 接続で画像を取り込んだりするに 
は、下記の推奨環境び必要です。 


OS (工場出荷時にインス 

1ルされていること） 

Microsoft Windows XP * SP 3/ Wind 日 ws Vista 
SP 2 /Windows 7 

rPMB」 使用時 

CPU : Intel Pentium in 800 MHzJ ツ上 
(動画再生-編集時は Intel Core Duo 1.66 GHzm 
上/ Intel〔ore 2 Duo 1.20 GHzL ツ上） 

メモリー: 512 MB 政上 ( HD 動画再生-編集時は 

1 GB な上） 

インストール時に必要な A —ドディスク 容量： 

約500 MB 

ディスプレイ： 1024 X 768 ドット政上 

「Image Data し onverter 
SRVer.Sj / flmage Data 
Lightbox SRJ 使用時 

CPU/ メモリ-: Pentium 4な±/1 GB な上 
ディスプレイ： 1日 24 X 768 ドット切上 


64 bit 版は除きます。 


画像をパソ n ンに取〇込む 


7 
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1 バソコンの電源を入れた状態 
で、 CD-ROM (付属）を CD - 
ROM ドライブに入れる。 


インストール画面び表示される。 



2 [インストール]をクリックずる。 


• [Sony Image Data Suite 」 と 「 PMB 」 にチェックび入っているこ 
とを確認して、画面の表示に従ってインストールずる。 

•画面の指示に従ってカメラとパソコンを接続する。 

•パソコンの再起動を求める画面び表示された場をは、画面の指示 
に従って再起動する。 

•使用環境によって、 DirectX び引さ続さインストールされること 
びある。 

3インストール後、パソコンか 5 CD - R 0 M を取り出ず。 

ソフトウエアびインストールされ、デスクトップにショートカツ 
卜び表おされる。 


I Macintosh 


付属ソフトウエアを使ったり、 USB 接続で画像を取り込んだりするに 
は、下記の推奨環境び必要です。 


0S (工場出荷時にインス 
トールされていること） 

USB 接続： Mac OS X ( v 10.3 〜 v 10.6) 

「Image Data Convener SR Ver.3」/ FI mage 
Data Lightbox SRJ : Mac OS X v 10.4 /Mac OS 

X v 10.5 /Mac OS X v 10.6 (Snow Leopard ) 

「Image Data Converter 
SRVer.Sj / 「Image Data 
Lightbox SR 」 使用時 

CPU : Power PC G 4/ G 5 シ U — ズ （ I . OGH 出(上 
を推奨 ） /Intel Core Solo/Core Duo / Core 2 Duo 
於上 

メモリ： 1 GB な上を推費 
ディスプレイ： 1024 x 768 ドットな上 















1Macintosh の電源び入った状態で、 CD-ROM (付属)をディ 
スクドライブに入れる。 


2 CD-ROM アイコンをダブルクリックずる。 


3 [ MAC ] フオルダの中の [IDS INST . pkg ] を任意のフオルダに 
コピーずる。 


4コピー巧のフオルダの中の [IDS JNST . pkg ] をダブルクリツ 
クずる。 

• 1；(降、画面の指示に従ってインス I -ールを進め、完了する。 



付属のソフトウエアででまること 

I rPMBj 

rPMB 」 をご利用になると、次のことなどびでさます。 

• 本機で撮影した画像をパソコンに取り込み、表示でさます。 
•パソコンにある画像を、撮影曰ごとにカレンダー上に整理して、閲覧 
でさます。 

• 画像に曰付を挿入して保をや印刷びでさます。 

詳しくは PMB ヴポートぺージ ( http :// vvww . sony . co . jp / pmb - sj /)、 ま 
たは 「 PMB ヘルプ」をご覧ください。 

ヘルプを起動するには、デスクトップ上のヘルプ)をダブル 
ク U ックします。 

スタート;>(ニューか5起動するときは、[スタート]—[すべてのプロ 
グラム] 一 [ PMB ] — [ PMB ヘルプ]の順にク U ックします。 


ごを意 


• rPMB 」 は、 Macintosh にはが応しておりません。 

I rimage Data Converter SRJ / flmaae Data 
Lightbox SRJ 

rimage Data Converter SR 」 をご利用になると、 RAW 画像を 1 ン 
カーブやシトープネスなど多彩な補正機能で編集でさます。 

rimage Data Lightbox SR 」 をご利用になると、本磯で撮影した RAW 
画像/ JPEG 画像を表示、比較でさます。 

詳しくは Image Data Suite ヴポートぺージ ( http :// www . sony . co . jp / 
i か- sj /)、 または 「Imacie Data Converter SR」、rimage Data Lightbox 
SR 」 のヘルプをご覧 < ださい。 

ヘルプを起動するには、[スタート]一[すべてのプ□グラム]- ► [Sony 
Imacie Data ^ uite 」 一[ヘルプ]— ► [Image Data Converter SR 
Ver .3] または [Image Data LiahtboxSR 」 の順にクリックします。 
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撮影巧能が数を確認する 

メモ1」一力ードを入れて電源スイッ 
チを 「 ON 」 にすると、液晶モニターに 
撮影巧能枚数(現在の設定で撮影を 
続けると、あと何枚撮影でさるか)び 
表おされます。 

• 撮影可能お数びの」で黄色く点滅したとさは、メモ1」一力ードの容量びいっぱい 
です。メモリーカードを交換するか、メモ1」ーカード内の画像を削除してくだ 
さい (25 ページ)。 

• 撮影可能枚数び 「 NO 〔 ARD 」 で黄色く点滅したときは、メモ U —カードび入って 
いません。メモ U —カードを入れて<ださし、。 

I 1がのメモリーカードで撮影でをるが数/時囲 

静止画 

本機でフオーマットしたメモリーカードに記録でさる撮影枚数の目安 
は次のとおりです。当社試験基準メモリーカード使用時の枚数です。 
撮影状況によって記録可能枚数は異なりまず。 

画像サイズ： L 16 M 
横縦比3:2のとき* 


俾位：枚) 


、、- 容量 

画質 

2GB 

4GB 

8GB 

16GB 

32GB 

スタンダード 

386 

781 

1587 

3239 

6406 

フアイン 

270 

548 

1116 

227弓 

4510 

RAW+JPEG 

74 

154 

319 

657 

1304 

RAW 

106 

220 

452 

928 

1840 



* [横縦比]を [16:9] に設定しているとさは、上記の枚数よりをく記録できます 
([ RAW ] 設定時は除く）。 

動画 

動画ファイルを合計したときの最大記録巧能時間の目安です。連続撮 JP 
影可能時間は1回の撮影で約29分です。また、 ] つの動画ファイルの最 61 


その他 




大サイズは約 2 GB です。 


、\ 容量 

画会\ 

サイズ\ 

2 GB 

4 GB 

8 GB 

16 GB 

32 GB 

1280 X 72 日 

(フアイン） 

26分 
(20 分) 

5紛 
(41 分） 

1時間48分 
(1 時間23 
分) 

3時間37分 
(2 時間46 
分) 

7時間16分 
巧時間34 
分） 

1280 X 72 日 
(スタンダー 
ド） 

40分 
(26 分) 

1時間20分 
の分） 

2時間42分 
(1 時間48 
分） 

5時間26分 
(3 時間37 
分） 

10時間54分 
(7 時間1目 
分） 


() 内は最低記録時間です。 


ごま意 


• 撮影シーンに合わせて動画の画質を自動調節する VBR (Variable Bit Rate ) ち式 
を採用しているたゆ記録時間び変動します。 

動きの速い映像を記録する場合、メモ1」一の容量ををめに使用してより鮮明な 
画像を記録しますび、記録時間は短くなります。 

また、撮影環境や被写体のげ態、画像サイズの設定によってを記録時間は変動し 
ます。 

I 1つのバッテリーで撮影でをる枚数 

充電したバッテ IJ 一（付属)で撮影でさる枚数の目安は400枚です。使 
用状況によって撮影可能枚数は異なります。 

• 充電したバッテ U —を使い、下記のを件で測定した数値です。 

-温度び25ご 
-[画質]び[フアイン] 

-オートフォーカスモードび[シングル] 

-30 秒ごとに1回撮影 

-2 回に1度、フラッシュ （ HVL - F 7 S ) を発光する 
-10 回に1度、電源を入/切する 
- CHARGE ランプ消丹後、約1時間充電 
-当社製の"メモリースティック PRO デュオ"（別売)使用時 
• 測定方法は CIPA 規格による。 

に IPA :カメラ映像機器工業含 、 Camera & Imaging Products 
Association ) 



画面表巧一貴 


画面には、カメラの状態を表すアイコンび出まず。コント□ールホイー 
ルの DISP (画面表示切換)で、液晶モニターの表示を切り換えられます。 
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表示 

意味 
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表示 

意な 

♦ 「1» 阳1て—1 A 

シャッタースピード 
インジケーター 

«|Fi42MhiUk^..k 

絞0インジケーター 

録画 0:12 

動画の記録時間(分:秒） 

2011 -1-1 
9:30 AM 

画儘の記録曰時 

12/12 

画像ま号/曰付内•再 
生フオルダー内画像 
枚数 

((toNKtoFF 

手ブレ巧正 


オート HDR 処理結果 


その他 
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をつと詳し < 知りたい （ a 八ンドブック） 

「 a 八ンドブック」は、 CD-ROM (付属)に収録されています。さらに 
詳しい説明を知りたいとさに、ご覧 < ださい。 

•「ひ八ンドブック」を見るには 、 Adobe Reader び必要です。インター 
ネッ 卜か5無償でダウン□ー ドでさます。 
http :// www . adobe . co.jp 

I Windows をおほいの場合 

1 バソコンの電源を入れ、 CD-ROM (付属）を CD - ROM ドライ 

_ブに入れる。_ 

2 _[ A ンドブック]をク U ックずる。_ 

3 _ [インストール]をク U ックずる。_ 

4デスクトップ上のシヨートカットか5起動ずる。 


I Macintosh をお使いの場合 

1 バソコンの電源を入れ、 CD-ROM (付属）を CD - ROM ドライ 

_ブに入れる。_ 

2 [ Handbook ] 一 [ J 門の順に還び、 [ J 門フォルダ巧の 
" Handbook . pdf ’ をパソコンにコピーする。 

3コピーび完了した6、 " Handbook . pdf ’ をダブルクリックず 
る。 
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が障かな？と思った 6 


困ったときは、下記の流れに従ってください。 



その他 


7 

a ； 6 



バツテリー-電源 


本機にバッテリーを入れ5れない。 

• バッテ1」一の先端で n ックレバーを巧しなび5入れてください （11 ページ)。 

• バッテ U - は NP - FW 50 のみ使用できます。 NP - FW 50 か確認してください。 

バッテリーの残 量 表示び正しくない。またはバッテリー残 量 表示が巧分な 

のに電源びすぐ切れる。 

• 温度び極端に高いまたは低いところで使巧しているときの現象です。 

• バッテリーび消耗しています。充電されたバッテリーを取り付けてくださいり日 
ぺージ)。 

• バッテ1」一の寿命です。新しいバッテ IJ 一と交換してくださし、。 

電源が入5ない。 

• バッテ U - び正しく取り付けられているか確認してくださいり]ページ)。 

• バッテリーびミ肖耗しています。充電されたバッテ U - を取り付けてくださいり日 
ぺージ)。 

• バッテ U —の寿命です。新しいバッテ U —と交換して<ださし、。 

電源が切れる。 

• 本機やバッテ U —の温度によっては、カメラをな護するために、自動的に電源び 
切れることびあります。この場合は、電源び切れる前にメッセージび表示され 
ます。 

•操作しない状態び一定時間続< と、省電力状態(パワーセーブ)になります。 
シャッ ターボタンを半巧しずるなどの操作をすれば J (ワーセーブは辭除され 
ます。 

バッテリー充電中、 CHARGE ランプが点滅する。 

• バッテ U - は NP - FW 50 のみ使用できます。 NP - FW 50 か確認してください。 

• 長時間使用していないバッテリーを充電ずると、 CHARGE ランプび点滅するこ 
とびまれにお0ます。 

•点滅パターソホ、速い点滅(約0.15砂)と遅い点滅(約 1.5 秒)の2種類びあります。 
速い点滅のときは、バッテ U —を取りはずし、わラー度同じバッテ U —を確実に 
取り付けてください。再び速い点滅をしたときは、バッテ U —の異常び考えら 
れます。遅い点滅のときは、充電に適した温度外で充電しているため、充電を一 
時停止した待機げ態になっています。充電に適した温度範囲に戻れば充電を再 
開し、 CHARGE ランプは点打になります。バッテ U - の充電は周囲温度び10ご 
〜30での環境で行ラことをおすすめします。 



電源を入れても液晶モニターがつかない。 

• 操作しない状態び一定時間続くと、省電力状態りのーセーブ)になります。 
シャッターボタンを半巧しするなどの操作をすれば、パワーセーブは解除され 
ます。 

シャッターび切れない。 

• メモ U —カードの誤消去防止スイッチび rLOCKJ になっています。解除してく 
ださい。 

• メモ1」ーカードの空さ容量を確認してくださし、。 

• フラッシュ充電中は撮震できません。 

• レンズび正しく取り付けられていません。正しく取り付けてください （14 ペー 
ジ)。 

撮影に時間がかかる。 

• ノイズ軽減処理機能び働いています。故障ではありません。 

• RAW モードで撮影しています。 RAW モードでの撮影はデータ量び大さいため、 
撮影に多少時間びかかる場合びあ0ます。 

• オート HDR 処理中です。 

ピント（フオーカス)が合わない。 

• 被写体びおずざます。レンズの最短撮影距離を確認してください。 

• マニュアルフオーカスになっています。[フオーカス切換]を[オートフオーカ 
ス]にしてください。 

• 光量び不足してまず。 

• オートフオーカスの苦手な被写体を撮ろラとしています。[フレキシブルスポッ 
卜]またはマニュアルフオーカス撮影を巧ってください。 

フラッシュ撮穀びでさない。 

• フラッシュ発光部を持ち上げてください （18 ぺージ)。 

• 正しくフラッシュび取り付け5れていません。フラッシュをはずし、正しく取 
り付け直して < ださい （18 ページ)。 


撮影ずる 


その他 
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• な下の撮影時は、フラッシュを使えません。 

-[連続ブラケット] 

-[スイング八ノラマ] 

-[3 D スイングバノラマ] 

-[シーンセレクション]の旗景][手持ち夜景] 
-[人物ブレ軽減] 

-動画撮影 


フラッシュ撮影した画像に、ぼんやりとした丸い斑点が写っている。 

• 空気中のほこりびフラッシュの強い光に反射して写りこんだためです。故障で 
はありません。 


フラッシュの充電時間が長い。 

• 短時間に連続してフラッシュを発光させています。連続してフラッシュを発光 
すると、フラッシュ部び熱くなるのを防ぐため、通常より充電時間び長くなるこ 
とびお0ます。 


フラッシュ撮影した画像がを体的に暗い。 

• フラッシュの調光距離(フラッシュ光の届く距離)より撮影距離び遠い場合は、 
フラッシュ光び被写体に届かずに暗い画像となります。また、に0感度を蜜要 
するとフラッシュの調光距離ち変化します (38 ページ)。 


正しい撮影日時が記録されない。 

• 日付-時刻を合わせてください (20 ページ)。 

•エリア設定で現在地と異なる場所び設定されています。[メニュー]—[セット 
アツフ]-> [ェ U ア設定]で設定し直してください。 


シャツ ターボタンを半押しずると絞り値、 シャツ タースピードが点滅する。 

• 被写体び巧るすぎる、または暗すぎるため、本機の調整範囲を超えています。設 
定し直してください。 


画像が白っぽ < なる（フレア)。 

光のにじみび現れる（ゴースト)。 

• 逆光で撮影したため、レンズに余分な光び入っています。ズームレンス:使用時 
は、レンスフードを取り付けてください。 


JP 
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画像の隅が暗ぐなる。 

• フィルターやフードをご使巧の場合は、いったん取りはずしてお試しください。 
フィルターの厚みやフードの不適切な取0付けによ0、画像にフィルターや 
つー ドび写り込むことびあります。また、レンズの光学的な特性により、画像周 
辺部び暗く写る場合(光量低下)びあ0ます。 


被写体の目がホく写る。 

• 赤目軽減モードにしてください。 

• 被写体に近づいてフラッシュ調光距離内 (38 ページ)で撮影してください。 


液晶モニターに点が現れて消えない。 

• 故障ではありません。これらの点は記録されません (72 ページ) 


画像がブレる。 

• 暗いところでフラッシュを使わずに撮影したので、手ブレを起こしています。 
シャッタースピードび遅くなるので、互脚またはフラッシュの使巧をおすすめ 
します （18 ページ)。[シーンセレクション]の[手持ち夜景] (35 ページ)、[人物ブ 
レ軽減] (35 ページ)を効果的です。 


液晶モニターの露出補正値が点滅する。 

• 被写体び日月る過ざる、または暗過ぎて、本機の測光範囲を超えています。 


画像を見る 


再生でをない。 

• パソコンでフォルダ/ファイルの名前を変更したためです。 

• パソコンで画像を加工したファイルや、本機な外で撮影した画像は本磯での再 
をは保証いたしません。 

• USB モードになっています。 USB 接続を終了してください。 


その他 
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ほ用上のごま意 

表で言語について 

本磯は日本語のみに対応してし、 
ます。その他の言語には変更で 
さません。 

本機搭載の機能について 

本磯で撮影した 3 D 画像を 3 D 巧 
応モニターでご覧になる場を、眼 
の疲労、疲れ、気分び悪 < なるな 
どの不快な症状び出ることがあ 
ります。 3 D 画像を視聴するとき 
は、定期的に休憩をとることをお 
すすめします。必要な休憩の長 
さや頻度は個人差びあります 
ので、ご自身で判断してくださし、 
不快な症状び出たときは、回復す 
るまで 3 D 画像の視聴をやめ、必 
要に応じて医師にご相談くださ 
い。本磯に接続する槪器やソフ 
トウエアの取扱説明書ちあわせ 
てご覧ください。なお、お子様の 
(特に6歳未満の幼児)の視 
覚は発達段階にあります。お子 
様び 3 D 画像を鑑賞する前に、ル 
児科や眼科などの医師にご相談 
<ださい。大人のかたは、おテ様 
に上記を守5せるよラに監督し 
て < ださい。 


液晶 モニター およびレンズにつ 
いてのご注意 

•液晶 モニターは 有効画素 
99.99%切上の非常に精密度の 
高い技術で作られていますび、 
黒い点び現れたり、白やホ、青、 
緑の点び消えないことびありま 
す。これは故障ではありません。 
これ b の点は記録されません。 


黒 > 白、ホ、肯、 

緑の点 

• 液晶 モニターを 持って本機を持 
ち運ばないでください。 

• 液晶モニターの裏には磁石び設 
置されています。フ□ッピー 
ディスクやクレジットカードな 
ど磁気の影響を受ける物を挟ま 
ないで < ださい。 




•寒いところで使ラと、画像び尾 


を引いて見えることびあります 
が、故障ではありません。また、 
初めは画面び通常よりちかし暗 
<なります。 



使用/保管してはいけない場所 
•異常に高温になる場所 
炎天下や夏場の窓を閉め切った 
自動車内は特に高温になり、放 
置すると変形したり、故障した 
りすることびあ0ます。 

• 直射曰光の当たる場所、熱器具 
の近<での保管 
変色したり、変あしたり、故障し 
たりすることびあります。 
•激しい振動のある場戸斤 
•強力な磁気のある場戸斤 
• 砂地、砂ミ兵などの砂ぼこりの多 
し、場所 

海辺令砂地、あるいは砂ぼこり 
び起こる場所などでは、砂びか 
からないよラにして < ださい。 
故障の原因になるばかりか、修 
理できなくなることもあります。 

グリップについて 

グ U ップ部は特殊な塗装を施し 
ています。色の濃い巧-巧革な 
どびこすれたりすると色び移る 
ことがあります。 

保管方法 

使用しないとさは、必ずレンズフ 
□ントキトップを付けてくださ 
し、。 


本機の温度について 

本機を連続して使用した場合、本 
体(ツテ U —が温かくなるこ 


• 液晶 モニターを 強<巧さないで 
ください。画面にムラび出たり、 
液晶 モニターの 故障の原因にな 
ります。 

• 直射曰光の当たる場所に放置し 
ないで< ださい。太陽光び近< 
の物に結像すると、火災の原因 
となります。やむを得ず直射曰 
光下に置く場合は、レンズフロ 
ントキャップを付けてください。 

レンズとアクセサリーについて 
のごま意 

本機には、カメラの特性に適合す 
るよラに設計されたソニー製レ 
ンズ/アクセヴ U —のご使用をお 
すすめします。他社製品と組み 
合わせて使用した隙の性能や、そ 
れによって生じた事故や故障に 
つをましては保証いたしかねま 
すので、あ5かじめご了承くださ 
い。 

スマートアクセサリーターミナ 
ルについてのごま意 

フラッシュ などのアクセヴ U — 

を本機のスマ ー トアクセヴ U — 

夕 一 S ナルに取り付け/取り外し 
する場含は、電源を 「 OFF 」 にして 
から行ってください。取り付け 
の際は、最後まで差し込んでから 
ネジを締め、本機にしっかり固定 
されていることを確認してくだ 
さい。 


その他 



とびありまずび、故障ではありま 
せん。 

動作温度にごま意ください 

本機の動作温度は約0ご〜40で 
です。動作温度範囲を超える極 
端に寒い場所や暑い場所での撮 
影はおすすめでをません。 

結露について 

結露とは、本磯を寒い場所か5急 
に暖かい場所へ持ち込んだとさ 
などに、本機の内部や外部に水滴 
が付くことです。この状態でお 
使いになると、故障の原因になり 
ます。 

結露を起こりに< くするために 

本磯を寒い巧か5急に暖かい所 
に持ち込むときは、ビニール袋に 
本機を入れて、空気び入らないよ 
ラに密閉して<ださい。約1時間 
放置し、移動先の温度になじんで 
か5取り出します。 

結露が起きたときは 
電源を切って結露びな < なるま 
で約1時間放置し、結露びな< 
なってからお使いください。特 
にレンズの内側に付いた結露が 
残ったまま撮影すると、されいな 
画像を記録でさませんのでご注 
意 < ださい。 


内蔵の充電式/ (ックアップ電池 
について 

本機は曰時や各種の設定を電源 
の入/切や電池の有無に関係な< 
保持するために充電式バック 
アップ電池を内蔵しています。 
充電式バックアップ電池は本機 
を使用している限り常に充電さ 
れていますが、使ラ時間び短いと 
徐々に放電し3か月程度まったく 
使わないと完全に放電してしま 
います。充電してか6使用して 
ください。ただし、充電式バック 
アップ電池が充電されていない 
場をでち、曰時を記録しないので 
あれば本機を使ラことがでをま 
す。バッテ U —充電のたびに U 
セットされる場合は、内蔵充電式 
バックアップ電池び消耗してい 
る場合びあります。 ソニーの 相 
談窓□にお問い合わせください 
(裏表紙)。 

内蔵の巧電式/ く’ックアップ電池の 
巧電ち法 

本機に充電された J ' C ッテ U —を 
入れるか、 AC アダプター（別売) 
を使ってコンセン ト につないで、 
本磯の電源を切ったまま24時間 
な 上 放置して < ださい。 



メモ u — カードについて 

メモ1」一力ードおよびカードア 
ダプターにラベルなどを貼5な 
いで<ださい。故障の原因にな 
ります。 

メモリーカードを廃棄/譲渡ず 
るとをのごま意 

本機やパソコンの機能による 
口才ーマツト]や梢 U 除]では、メ 
モリーカード内のデータは完全 
には消去されないことびありま 
す。；>< モ U —力ードを譲渡する 
とさは、パソコンのデータ消モ専 
用ソフトなどを使ってデータを 
完全に消去することをおすすめ 
します。また、メモ U —カードを 
廃棄するときは、;><モ|」ーカード 
本体を物理的に破壊することを 
おすすめします。 

撮影•再生に際してのごま意 

• メモ U —力ードの動作を安定さ 
せるために、メモ U —カードを 
本機で初めてお使いになる場を 
は、まず、本機でフォー7ツトす 
ることをおすすめします。 

フオーマツトすると、メモ U — 
カードに記録されているすべて 
のデータは消去され、元に戻す 
ことはでをません。大切なデー 
夕はパソコンなどに保存してお 
いて < ださい。 

• 長期間、画像の撮影や消まを繰 


り返しているとメモリーカード 
内のファイルび断片化(フラグ 
メンテーシヨン）して、動画記録 
び途中で停止してしまラ場合び 
あります。このよラな場合は、 
パソコンなどに画像を保存した 
あと、[フオー マツ ト] (52 ペー 
ジ)を行ってください。 

• 万一、力;>< ラや^モ U —カード 
などの不具をにより撮影や再生 
びされなかった場を、画像など 
の記録内容の補償については、 
ご容赦ください。 

• 万一の誤消去皆破損にそなえ、 
必ず予備の データコピー （パ’ッ 
クアップ)をおと0< ださい。 

• 必ず事前にためし撮りをして、 
正常に記録されていることを確 
認してください。 

• 本機は防じん、防滴、防水仕様で 
はおりません。 

• カメラを太陽など強い光源へ向 
けないで< ださい。內部の部品 
び破損ずるおそれびあります。 

• 取りはずしたレンズを通して、 
太陽や強い光を見ないで < ださ 
し、目に回復不可能なほどの障 
害をさたすおそれびあります。 
また故障の原因になります。 

• 強力な電波を出すところや放射 
線のある場所で使わないでくだ 
さい。正し<撮影-再生びでを 
ないことびあ0ます。 



•砂やほこりの舞っている場所で 
のご使用は故障の原因になりま 
す。 

• 結露び起さたとさは、結露を取 
り除いてからお使い<ださい 
(74 ページ)。 

• 本機に振動や衝撃を与えないで 
<ださい。誤作動したり、画像 
び記録でさな<なるだけでな<、 
メモリーカードび使えなくなっ 
たり、撮影済みの画像データび 
壊れることびあります。 

• フラッシュの表面のミちれは取り 
除いてください。発光による熱 
でフラッシュ表面のミちれび変色 
したり、貼り付いたりすると、充 
分に発光できない場合びありま 
す。 

• 本機や付属品などは乳幼児の手 
の届 < 場所に置かないでくださ 
し、メモ U —カードなどを飲み 
こむおそれびあります。万一飲 
みこんだ場合は、直ちに医師に 
相談してください。 

RAW 画像について 

本機で撮影した RAW 画像を開く 

には CD-ROM (付属)の 「Image 

Data Converter SR 」 び必要です。 

パソコンでの加工を予定してし、 

ない場をは」 PEG お式での撮影を 

おすすめします。 


着作権に ついて 

あなたびカメラで撮影したちの 
は、個人として楽しむほかは、善 
作権法上、権利ちに無断で使用で 
をません。なお、実演や興行、展 
お物などの中には、個人として楽 
しむなどの目的びあってち、撮影 
を制限している場をびあります 
のでごミ主意ください。 

本書に ついて 
本書中の函像について 

画像の例として本書に掲載して 
いる写真はイメージでず。本機 
を使って撮影したちのではあり 
ません。 

本書中のデータについて 

性能、仕様に関するデータは特に 
記載のある場をを除さ、すべて常 
温 (25 ご）、チャージランで肖灯後、 
約1時間充電したバッテ U —使用 
時のちのです。 



保証書とアフター 
サービス 

必ずお読みください 
記録内容の補償はでさません 

万一、力;>< ラや^モ U —カードな 
どの不具合などにより記録や再 
生されなかった場合、記録内容の 
補償については、ご容赦ください。 

保証書は国内に限られています 

このカメラは国内仕様です。外 
国で万一、事故、不具をび生じた 
場をの現地でのアフターヴービ 
スおよびその費用については、ご 
容赦ください。 

保証書 

• この製品には保証書び添付され 
ていますので、お買い上げの隙 
お買い上げ店でお受け取りくだ 
さい。 

• 所定事項の記入および記載内容 
をお確かめの上、大切に保存し 
て < ださい。 


アフターサービス 

調子が悪いとをはまずチェックを 

"故障かな？と思った 5" の項を 
参考にして故障かどラかお調べ 
ください。それでち具若'の悪い 
とさはソニーの相談窓□にご相 
談< ださい(裏表紙)。 

保話期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修 
理させていたださます。詳し< 
は保証書をご覧 < ださい。 

保話期間経過後の修理は 
修理によって機能び維持でさる 
場合は、ご要望により有料修理さ 
せていたださます。 

部品の交換について 
この商品は修理の際交換した部 
品を再生、再利用する場合びあり 
ます。その隙、交換した部品は回 
収させていたださます。 

部品の保有期間について 

当社はカメラの補修用性能部品 
(製品の機能を維持するためにが 
要な部品)を製造巧ち切り後7年 
間保有しています。 


その他 
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まな仕様 

本巧 

账胡 

カメラタイプ：レンズ交換式デジタルカ 
メラ 

使巧レンズ： E マウントレンズ 

嗎像卽] 

イメージセンサー： 23.5 X 15.6 mm 
( APS - C サイズ)、 CMOS イメージセ 
ンサー 

総画素数：約1目500 000画素 

カメラ有効画素数：約16200000画素 

[アンチダスト] 

システム：帯電防止コートおよび電磁振 
動腿動によるアンチダスト機能 

[才ートフオーカス] 

形式：コントラスト検出ち式 

検出輝度範囲： EV 0 〜 EV 20 ( ISO 100巧 
当、 F 2.8 レンズ使用時） 

[露出制御] 

測光ち式：イメージセンサーによる49分 
割測光 

測光範囲： EV 0 〜 EV 20 ( ISO 100相当、 
F 2.8 レンズ使用時） 

ISO 感度(推奨露光指数）：オート、 

IS 0200 〜12800 

露出補正： ±2.0 EV りバ段ステップ） 

[シャッター] 

形式：電モ制御式縦走 D フォーカルプ 
レーンシヤッター 

シャッタースピード範囲： 1/4000- 
30秒、バルブ （1/3 段ステップ） 

フラッシュ同調速度：1/1目0秒 

[記録メディア] 

"メモ U - スティック PRO デュオ’、 

SD 力ード 

[液晶モニター] 

形式： 7.5 cm (3. 日型） TFT 駆動 

ドット数： 921600 (640 X 3 ( RGB ) x 
480) ドット 

JP 
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[入出力端子] 

USB 端モ ： miniB 

HDMI 端子： HDMI タイプ C ミニ端子 

博源] 

バッテ|」一： U チャージャブルバッテ 
U — パック NP - FW 50 

[その個 

Exif Print :対応 

PRINT Image Matchina III :対応 
外形寸法に IPA 準拠）： _ 

約109.6 X 60.0 X 33.0 mm (幅 x 高 
さX奥行を） 

本体質量に IPA 準拠）： 

約 283 g (バッテ IJ — 、‘メモ IJ - ス 
ティック PRO デュオ"を含む） 

約 225 g (本体のみ） 

動作温度： 0む〜40で 
記録方式： 

静止画記録方式： 

JPEG ( DCFVer .2.0、 ExifVer .2.3、 
MPF Baseline ) 準拠、 DPOF 対応 
3 D 静止画記緑ち式： MP 0 (MPF 
Extended (立体視 )） 準拠 
動画記録方式 ( MP 4 方式）： 

映像： MPEG -4 Visual 
音声： MPEG -4 AAC - L £2 ch 
USB 通信： Hi-Speed USB ( USB 2.0 準拠) 

フラッシュ HVL-F7S 

ガイドナンバー: 7 ( IS 0100 - m ) 

充電時間：約4砂 

照射角： 16 mm レンズをカバー（レンズ 
表記の焦点距離） 

調光巧正： ±2.0 EV (1/3 段ステップ） 

が形寸法に IPA 準拠）：約 35.9X23.8X 
42.7 mm (幅 x 高さ x 奥斤き） 

本体質量：約 20.4 g 

バッテリーチャージャー 
BC-VW1 

定格入力： AC 100 V -240 V 、 

50 Hz /60 Hz 、4.2 W 
定格出力 ： DC 8.4 V 、 0.28 A 
動作温度： 0む〜40む 
備温度： -20 ご〜+目0ご 
最大が形寸法：約 63 X 95 X 32 mm (幅 
X高さX奥行を） 

本体質量：約85 g 



リチャージャブルバッテリー 
パック NP - FW 50 

使巧電池： U チウムイオン蓄電池 
最大電圧 ： DC 8.4 V 
公称電圧 ： DC 7.2 V 
容量：公称容量 7.7 Wh (1 080 mAh ) 
定格(最小)容量： 7.3 Wh (1 020 mAh ) 
最大外形寸法：約 31.8 X 18.5 X 45 mm 
(幅 X 高さ X 奥行さ） 

本体質量：約57 g 




レンズ 


レンズ 

E16mm 
単焦点レンズ 

E18-55mm 

ズームレンズ 

付属機種 

NEX-C3D 

NEX-C3D/C3K 

35mm 判換算焦点距離 *1(mm) 

24 

27-82.5 

レンズ群一巧 

5-5 

9-11 

画角*1 

83。 

76° -2 が 

最短撮影距離*2 (m) 

0.24 

0.25 

最大撮影倍率(倍） 

0.078 

日.3 

最小絞り 

f /22 

f /22- f /32 

フイルター径 (mm) 

49 

4弓 

外形寸法(最大径X長さ） 

(約： mm) 

62.0 X 22.5 

62.0 X 60.0 

質量 (約： g) 

67 

194 

補正効果段数*3 

_*4 

約4段 


x 1 ここでの 35 mm 判換算焦点距離および画角とは、 APS - C サイズ相当のイメー 
ジセンサーを搭載したデジタルカメラでの値を表します。 

最短撮彰距離とは、イメージセンサー面から被写体までの最短距離を表します。 
シャッタースピード(撮影条件により異なる） 

X 4 光学式手プレ補正は搭載されておりません。 

本機や付属品の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することびありますび、ご了 
承 < ださい。 

焦点距離について 

本機での撮影画ちは、 35 mm フィルムカメラの画角よりも狭くなります。お手持 
ちのレンズの焦点距離を約 1.5 倍すれば、 35 mm フィルムカメラとほぼ同じ画角で 
撮影できる焦点距離に相当する値をホめることびでさます。 

(例：焦点距離 50 mm のレンズを付けると、 35 mm フィルムカメラで約 75 mm に 
相当する画像び得られます。） 
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画像の互換性について 

• 本機は、（社)電モ情報技術産業協を 
(J EITA ) にて制定された統一規格 
Desian rule for Camera Filesystem " 
( DCF ) に対応していまず。 

• 本機で撮影した画像の化機での再生、他 
機で撮影/修正した画像の本機での再生 
はな証いたしません。 

商標にごいて 

• OC はソニー株式会社の商標でず。 

• " MemoryStick "、" メモ U — スティッ 
ク"、《£ぃ "Memory Stick PRO " 、 
‘ソモ1」ースティック PRO "、 

Mem 日 RY Stick PR 日 、 ‘Memory Stick 
Duo ’、 ‘ メモ iJ — スティック デュオ"、 
Memory 5 ti [ i (□叫 、 "Memory Stick 
PRO Duo "、 "メモ U - スティック PR 日 
デュオ’’、 Memory Stick PR 日 Duo 、 
"Memory Stick PRO-HG Duo — 、 

"^モ U — スティック PRO - HG デュ 
才 ’’、 Memgry 5 ti [ kPR 日 - H 日 Du 日、ソモ 

ij — スティックマイク□’、 
" MagicGate "、" マジックゲードおよ 

び Mzvgi C Gat E はソニー株式を 

社の商標です。 

• " InfoLITHIUM (インフォ I 」チウム)"は、 
ソニー株式会社の商標でず。 

• "プラビアプレミアムフォト"は、ソ 
ニー株式会社の商標です。 

• Microsoft 、 Windows、Windows 
Vista は、米国 Microsoft Corporation の 
米国およびその他の国における登録商 
標または商標でず。 

• HDMk HDMI □二 f 、 および 
High-Definition Multimedia 
Interface は 、 HDMI Licensing L にの 
商標または登録商標です。 

• Macintosh、Mac OS は Apple Inc . の 
米国およびその他の国における登録商 
標です。 

• PowerPC は、米国における米国旧 M 
Corporation の登録商標です。 


' Intel、Intel Core、Pentium は Intel 
Corporation の登録商標または商標で 
す。 

■ SDXC □コは、 SD -3 C , L にの商標です。 

I Eye - Fi は Eye - Fi , Inc の商標です。 

I MultiMediaCard は 、 MultiMediaCard 
Association の商標です。 

'Adobe は Adobe Systems 
Incorporated (アドビシステムズ社） 
の米国ならびに他の国における商標ま 
たは登録商標です。 

' その他、本書に記載されているシステム 
名、製品名は、一般に各開発メーカーの 
登録商標あるレは商標でず。なお、本夕 
中には™、 ® マークは明記していません。 


(|] ，が。 UTMU 於 ^^ 


S み 

HiDmr 為 


その他 


81 



まをのために 一 2ぺージをあわせてお読み < ださい。 

I A ^^ 1 yfii A 下記の注意事項を守5ないと、义災、大けがや死 t: 
I 公^ 言 口 にいたる危害び発生することびち 0 ます。 



分解や改造をしない 

火災や感電の原因とな D ます。内部点検や修理はソニーの相談窓□にご巧頼 
ください。 

⑩ 

分が禁止 

内部に水や異物(金属類や燃えやすい物など)を入れない 

乂災、感電の原因となります。万一、水や異物び入ったときは、すぐに電源を 
切り、電地を取り出してくださし'1。 AC アダプターやバッテ U — チャージャー 
などもコンセントから抜いて、ソニーの相談窓□にご相談ください。 

0 

禁止 

運乾中に使用しない ^ 

自動車、才ートバイなどの運転をしなびら、撮影、再生をしたり、液晶画面を 
見ることは絶対おやめ<ださし、交通事故の原因とな D ます。 … 

撮影時は周囲の:!犬況にま意をはらラ 

周囲の状況を把握しないまま、撮影を斤わないでください。事故やけびなど 
の原因とな0まず。 

Q 

禁止 

指定外の電池、 AC アダプター、バッテリーチャージャーを使わ 
ない 

Q 

义災やけびの原因となることびあ0ます。 

禁止 

機器本体や付属品、メモリーカードは、乳幼児の手の届く場所に置 
かない 

0 

電池などの付属品や、メモ U —力ードなどを飲み込むおそれびあります。乳 
幼おの手の届かない場所に置を、おモ様びさわら掘よラごを意 < ださレ。 

万一飲み込んだ場合は、直ちに医師に相談してください。 

禁止 

電池やショルダーベルト、ストラップを正しく取り付ける 

正しく取り付けないと、落下によりけびの原因となることびあります。 

また、ベルトやストラップに傷びないか使巧前に確認してください。 

〇 

指示 

電源コードを傷つけない 

熱器具に近づけたり、加熱したり、加工したりすると义災や感電の原因となり 
ます。また、電源コードを抜くと到ま、コードに損傷を与えないように必ずプ 
ラグを持って抜いてください。 

Q 

禁止 

可燃性/爆凳性ガスのある場所でフラッシュを使用しない 

Q 

禁止 
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つづさ 

I A 雄:化 I A Ak 下記のを意事項を守らないと、义災、大けがや死 t 
I 成言口 Ifi にいたる危害び発をすることびあります。 


フラッシュや AF 補助光などの撮影補助光を至近距離で人に向け 
ない 

• 至お距鄙で使用ずると視力障害を起こず可能性びあります。特に乳かおを 
撮影ずるとさは、 Im け上はなれてください。 

• 運転ちに向かって使用ずると、目びく日み、事故を起こず原因となります。 

取りはずしたレンズを通して、太陽や強い光を見ない 

視力障害や失明の原因となります。 

長時間、同じ持ち方で使用しない 

使巧中に本機が熱いと感じなくてち巧膚の同じ場所び長時間軸れたままの 
状態でレると、ホ < なった D 水ぶ <れびでをた D など低温やけどの原因とな 
る場合があ0ます。 

け下の場合は特にご；主意いただ定、=脚などをご利巧ください。 

• 気温の高い環境でご使用になる場合 

• 血行の悪いかた、皮膚感覚の弱い方などびご使用になる場合 


0 

禁止 


Q 

窝止 

を 


I A 版 / t \ 下記の;主意* I 頁をすらなし化、けがか貞才菌こ損害 

|^'ま意 | /迫\/夕_\ を与えることびありまず。 


乂災 感電 


水滴のかかる場所など湿気のをい場所やほこり、油煙、湯気のをい 
場所では使わない 

火災や感電の原因になることびあります。 

めれた手で使用しない 

感電の原因になることびあります。 


0 

禁止 

d) 


不を定な場所に置かない 

ぐらつレた台の上や傾レた所に置レたり、不安定な状態で兰脚を設置すると、 
製品び落ちたり倒れたりして、けびの原因となることびありまず。 

コード類は正しぐ配置ずる 

電源コードやバソコン接続ケープルは、足に引っ掛けると製品の落下や転倒な 
どによりけびの原因となることびあるため、充分注意して接続-配置してくだ 
さし、。 


0 

禁止 

〇 


安全のために 
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つづき 



下記の注意事項を巧らないと、 けび や 財産に損害 
を与えることびあります。 


通電中の AC アダプター、バッテリーチャージャー、巧電中の電池 
や製品に長時間ふれない 

0 

長時間皮膚び触れたままになっていると、低温やけどの原因となることびあ0 
まず。 

禁止 

使用中は機器を巧で覆ったりしない 

熱びこちってケースび蜜おした0、火災、感電の原因となることびあ0ます。 

Q 

禁止 

長期間使用しないときは、電源をはずず 

長期間使用しないときは、電源プラグをコンセントからはずしたり、電池を 
本体からはずして保管して<ださい。义災の原因となることびあ0まず。 . 

€ 

つラグをコン 
b ントから巧く 

フラッシュの凳光部を手でさわちない 

フラッシュ発光部を手で覆ったまま発光しないで<ださい。発光禮ち発光部 
に手を輔れないで<ださい。やけどの原因とな0ます。 

0 

禁止 

フラッシュ発光部を正常な位置に上ばない ：! 犬態で使用しない 

指を外のアクセサ1」一を装着した攝合や、}最影時のスタイ J レ等で、フラッシュ 
発光部び上びりきらない状態で発光させると、火災の原因となることびあり 
ます。 

0 

禁止 

レンズや液晶画面に衝撃を与えない 

レンズや液晶画面はガラス製のため、強い衝撃を与えると割れて、けびの原因 
となることびあります。 

0 

禁止 

電池や付属品、メモリーカード、アクセサリーなどを取りはずすと 
さは、手をそえる 

〇 

電池やメモ U —カードなどび飛び出すことびあり、けがの原因となることび 
おじます。 

t 日 W 

直射日光の当たる場所に放置しない 

太陽光び近くの物に結像すると、火災の原因になります。やむを得ず直射曰 
光下に置く場合は、レンズキャップを付けてください。 

0 

禁止 
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lA 危険 I 電池についての 
ま全上のごま意とお願い 


漏液、発熱、発乂、破裂、誤飲による大けがや 
やけど、火がなどを避けるため、下記のを意 
事項をよ<お読み<ださい。 


1么危哟 

• バッテ IJ ーバックは指定されたバッテ IJ ーチャージャー 
な外で充電しない。 

• 電池を分賴しない、火の中へ入れない、電子レンジやオー 
ブンで加熱しない。 

• 電池を火のそばや炎天下、高温になった車の中などに放置 
しない。このような場所で巧電しない。 

• 電池をコインやヘアーピンなどの金属類と一緒に携帯、お 
管しない。 

• 電池を水-巧水-牛乳-清涼飲料水-石酸水などの液体で 
姑らさない。姑れた電池を充電したり、使用したりしない。 

A 警告 

• 電池をハンマーなどでたたいた D 、 踏みつけた0、落下さ iTX 

せたりするなどの衝撃や力を与えない。 

• バッテ IJ ーバックび変形-破損した場合は使用しない。 禁止 

l / i \ ミ主意 1 

• 電池は、+、一を確かめ、正しく入れる。 

• 電池を使い切ったときや、長期間使用しない屬合は機器か 
ら取り出しておく。 モ 

お願い 

U チウムイオン電池は、 U サイクルできます。不票になった U チ 
ウムイオン電池は、金属部にセ□八ンテープなどの絶緑テープを 
貼って U サイクル協力店へお持ち下さい。 

鶴 

Li-ion 

U チウムイオン電池 

巧電式電池の回収- U サイクルおよび U サイクル協力店については、 

一般社団法人 JBRC ホームページ 

httpiZ / www . ib に net / hp / conten じ/ index.html を参照して下さい。 
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索引 


ァ巧 

ホ雕減発光 . 50 

ァッフ□-ド設定 . 53 

— fe 表示 . 44 

色空間 . 50 

インストール . 57 

エ U ァ設定 . 52 

オー トフ オーカ スエリア . 47 

才ー トフ オーカスモード . 47 

才ートレビュー . 50 

おまかせオート撮影 . 34 

主な仕様 . 78 

音量設定 . 49 


力行 

回転 . 49 

顔検出 . 47 

拡大 . 43 

拡大再生 . 43 

胃胃 . 48 

カスタム . 51 

画像サイス： . 41 

. 52 

画面表示切換 ( DISP ) . 33,47 

管理ファィル修復 . 53 

強制発光 . 38 

ク U - ニングモード . 52 

ク I 」エイティブスタイ J レ . 4弓 

グ I 」ッドライン . 50 

結露 . 74 

高感度ノイスリダクション . 51 

つント □— J レホイ ー J レ . 26 


ヴ巧 

再生 . 24 

再生; C — ム . 43 

再生フオルダー選択 . 49 

削除 . 25 


撮影 . 22 

撮影アドバイス . 28 

撮影アドバイスー覧 . 47 

撮影フォルダー選択 . 52 

撮影モ ーK . 34 

シーンセレクション . 35 

絞り優先 . 38 

シャツタースピード優先 . 37 

充電 . 10 

人物ブレ軽減 . 35 

スイングパノラマ . 36 

スク □- ル再生 . 37 

スポーツ . 35 

スマイル検出感度 . 47 

スマイルシャツター . 47 

スライドショー . 4弓 

静止画/動画切換 . 49 

設定値リセット . 52 

セットアップ . 50 

セ J レフタイマー . 39 

操作音 . 52 

速度優先連続撮影 . 40 

測光モード . 49 

ソフ[-クエア . 57 
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